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は じ め に

平成 19 年 7 月に発生した中越沖地震により，原子力発電所が立地して

いる柏崎市では震度 6 強を記録し，周辺市町村を含め大きな被害が発生

しました（詳細は，平成 19 年度当センター年報第 6 巻参照）．しかし，

その 3 年前の平成 16 年 10 月に発生した中越地震による被害を教訓に，

当センターでは，全てのモニタリングポストに非常用ディーゼル発電機

を整備し，停電対策を強化していた結果，発電機は最長 59 時間以上稼働

し，監視データに欠測を生ずることなく県民へ向けてのデータ公表を続

けることができました．これは原子力発電所立地自治体にとっても好事

例となり，以降，非常用発電機等の停電対策が進みました．

それから 10 年余の平成 30 年 9 月，北海道胆振地方を震源とする震度

7 の巨大地震（北海道胆振東部地震）が発生し，道内の主要な発電所で

あった北海道電力の苫東厚真火力発電所が被災したため，道内のほぼ全

域が停電するという非常事態に陥りました．この事態を教訓に，原子力

規制庁と内閣府（原子力防災担当）では，全国のモニタリングポストの

停電対策をさらに強化し，「停電後 3 日以上」及び「燃料補給等により

7 日間以上」の連続運転体制を確保するよう方針を示しています． 
 新潟県でもこれを受け，順次，この基準に適合するよう非常用発電機

の更新を進めています．

平成 30 年 6 月には，当県の知事が代わり，新たに花角知事が就任しま

した．知事が改定した「新潟県総合計画～住んでよし，訪れてよしの新

潟県～」では，真っ先に「安全に安心して暮らせる新潟」を掲げ，その

中に「原子力防災対策の推進」が盛り込まれました．前述の停電対策だ

けではありませんが，今後も全国の様々な事例を教訓に，より一層の防

災対策に励んでまいります．

ここに，平成 30 年度の業務及び調査研究の成果を取りまとめ，新潟県

放射線監視センター年報第 17 巻として発刊しました．ご高覧の上，皆様

の忌憚のないご意見，ご教示をいただければ幸いです．

令和元年 12 月 

  新潟県放射線監視センター所長 

黒 崎 裕 人
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(1) 部門別内訳（放射線監視センター）　

階 別 室　　名
面 積
㎡

階 別 室　　名
面 積
㎡

階 別 室　　名
面 積
㎡

1階 事 務 室 61.70 1階 ド ラ フ ト 室 14.50 1階 資 料 室 61.69
中 央 監 視 室 77.57 前 処 理 室 1 36.28 倉 庫 8.79
デ ー タ 保 管 室 23.10 前 処 理 室 2 39.37 機 械 室 4.65
機 器 ศ 析 室 72.26 ⏨ Ꮚ ᭦ ⾰ 室 7.88 ࣏ ン プ 室 5.59
実 験 室 71.96 ዪ Ꮚ ᭦ ⾰ 室 6.09 ㌴ 庫 56.70

�୍㒊�室ࢢンࢽーࣜࢡࢫ 6.84 資 機 材 保 管 庫 18.85

注）平成31年3月31日現在

放射線監視センター庁舎平面図

1 階

ཎᏊຊつไጤဨ఍ ཎᏊຊつไᗇ

᯽ᓮส⩚ཎᏊຊつไ事務ᡤ

ཎᏊຊ㜵⅏ᑓ㛛ᐁ室

᪂₲┴᯽ᓮส⩚ཎᏊຊ
㜵⅏䝉䞁䝍䞊

๓室

䝇䜽䝸䞊

䝙䞁䜾室

㈨
ᶵ
ᮦ

ಖ
⟶
ᗜ

䝣
䜱
䝹
䝍
ᶵ
Ე
室

䝕
ー
䝍
ಖ
⟶
室

㌴ ᗜ

䝅䝱䝽䞊

室

୰室

㈨ᶵᮦᗜ
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(2) 部門別内訳（放射線監視センター新潟分室）

階 別 室　　名
面 積
㎡

階 別 室　　名
面 積
㎡

階 別 室　　名
面 積
㎡

1階 事 務 室 51.8 廃 棄 物 保 管 室 7.3 資 料 室 36.0
放 射 能 実 験 室 139.3 Ｔ Ｌ Ｄ 照 射 室 51.8 研 修 ・ 会 議 室 77.8
解 析 室 51.8 汚 染 検 査 室 7.5 研 修 用 器 材 室 17.5
計 測 室 77.8 管 理 室 18.4 空調機械室（Ｂ） 20.0
安 定 元 素 測 定 室 23.7 シ ャ ワ ー 室 3.0 空調機械室（Ｃ） 12.3
ボ ン ベ 室 5.4 器 材 室 25.9 排 気 処 理 室 15.0
ド ラ フ ト 室 25.9 倉 庫 6.8 1～2階 廊 下 そ の 他 228.8
乾 燥 ・ 洗 浄 室 38.9 空調機械室（Ａ） 38.9 別棟 排 水 処 理 棟 11.7
灰 化 ・ 炭 化 室 25.9 2階 中 央 監 視 室 77.8 前 処 理 棟 85.4
アイソトープ実験室 54.6 デ ー タ 保 管 室 21.6 計 1,301.0
貯 蔵 室 6.4 デ ー タ 解 析 室 36.0 　 　

1　階
放射線監視センター新潟分室庁舎平面図

2 階

1 階

事
務
室

*2

*1

＊2 廃棄物保管室

＊1 貯蔵室
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㸯࣭㸱 ⤌     ⧊             
㸯࣭㸱࣭㸯 ⤌⧊

㸦᪂₲┴⾜ᨻ⤌⧊つ๎ᢤ⢋㸧

第 3 章 ᆅᇦᶵ㛵

第 3 ⠇ その他のᶵ㛵

第 7 Ḱ 放射線┘どࢭンター

（タ⨨）

第 79 ᮲ ⎔ቃ放射線の┘ど及びㄪᰝ◊✲を行うため，放射線┘どࢭンターを᯽ᓮᕷに⨨く．

（⤌⧊及びศᤸ஦ົ）

第 80 ᮲ 放射線┘どࢭンターに┘どㄪᰝㄢを⨨き，そのศᤸ஦ົは，次のとおࡾとする．

    (1)  ே஦，බ印，文書及び会ィに㛵する஦項

   (2) ᗇ⯋⟶理に㛵する஦項

   (3) ⎔ቃ放射線の┘ど及びㄪᰝ◊✲に㛵する஦項

㸦᪂₲┴⌧ሙ஦ົᡤ➼タ⨨つ⛬ᢤ⢋㸧

   ᪂₲┴行ᨻ⤌⧊つ則第 5 ᮲の 2 のつ定にᇶ࡙き，次のとおࡾ現場஦ົ所等をタ⨨する．

   (2) ᆅᇦᶵ㛵㛵ಀのもの

        名  ⛠            位  ⨨

    放射線┘どࢭンター᪂₲ศᐊ   ᪂₲ᕷ西༊᭮和 314 番ᆅ 1

㸯࣭㸱࣭㸰 ⤌⧊ᅗ

㸯࣭㸱࣭㸱 ᴗ ົ ศ ᢸ

所  ᒓ ⫋    名 Ặ  名 ศ ᢸ ᴗ ົ

放 射 線

┘どࢭンター

所 㛗 ㄶゼ ᡂ㞝 ⥲ᣓ

次 㛗 㯮ᓮ ⿱ே ⥲ᣓ⿵బ䠈஺௜㔠䛾㐠⏝⟶⌮䠈ホ౯఍㆟䞉ᢏ⾡㐃⤡఍㆟

┘どㄪᰝㄢ ㄢ    㛗 ᰘ田 ᩄ行 ᶵᮦ⟶⌮䞉ᶵჾᩚഛィ⏬䠈┘どㄪᰝཬ䜃┴ෆ඲ᇦ䝞䝑䜽䜾䝷䜴䞁䝗

ㄪᰝ䠈ᨺㄪ༠䞉㛵ᮾᮾ໭ 5 ┴఍㆟䞉㏆␥୰㒊ᨺᑕ⬟ㄪᰝ᳨ウ఍

ᑓ㛛◊✲員 ᒣᓮ  Ṋ ✚⟬⥺㔞ㄪᰝ䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾㌴䛻䜘䜛ㄪᰝ䠈኱Ẽ୰䝖䝸䝏䜴䝮䛻㛵䛩

䜛஦㡯䠈᪥ሗ䞉㐌ሗ䞉┘ど䝉䞁䝍䞊䝩䞊䝮䝨䞊䝆

୺    ௵ 小ᯘ⨾ᜨᏊ ண⟬䞉ᨭฟ஦ົ䠈஺௜㔠ཬ䜃Ỉ‽ㄪᰝᐇ⦼ሗ࿌䠈≀ရ⟶⌮䠈⤥୚䞉

⚟฼ཌ⏕䞉೺ᗣデ᩿

୺௵◊✲員 岩ᇛ 文ኴ ᶵჾศᯒ䠈⎔ቃヨᩱ䛾採取䞉๓ฎ⌮䠈ศᯒ⢭ᗘ⟶⌮ㄪᰝ䠈Ⓨ㟁ᡤ

䝕䞊䝍䛾☜ㄆ䠈┘ど䝉䞁䝍䞊ᡤሗ

୺௵◊✲員 田㰻 ὒ௓ ⎔ቃᨺᑕ⥺䝔䝺䝯䞊䝍䝅䝇䝔䝮䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾᝟ሗඹ᭷䝅䝇䝔䝮

䠄RAMISES䠅䠈┘どㄪᰝᅄ༙ᮇሗ࿌䞉ᖺᗘሗ࿌䞉ᖺᗘィ⏬䠈ᗇෆ

LAN䞉᝟ሗඹ᭷䝅䝇䝔䝮

୺௵◊✲員 బ藤  ⚈ ⥭ᛴ᫬䝰䝙䝍䝸䞁䜾䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾㌴䠈ྍᦙᆺ䝰䝙䝍䝸䞁䜾䝫䝇䝖䠈㌴㍕

ᆺᨺᑕ⥺䝰䝙䝍䝸䞁䜾䝅䝇䝔䝮䠄䝷䝆䝥䝻䞊䝤䠅䠈᪥ᖖ㣗ㄪᰝ䠈┴ෆ඲

ᇦ䝞䝑䜽䜾䝷䜴䞁䝗ㄪᰝሗ࿌

1 原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶の⎔ቃ放射線

┘どㄪᰝ

2 ⎔ቃ放射⬟に㛵するㄪᰝ◊✲

3 放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ

஦ົ⫋員

1 ே

所 㛗 次 㛗

ᗢົ全⯡に㛵すること

ᢏ⾡⫋員

5 ே

᪂₲ศᐊ

┘どㄪᰝㄢ

ᢏ⾡⫋員

3 ே   
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㸯࣭㸱 ⤌     ⧊             
㸯࣭㸱࣭㸯 ⤌⧊

㸦᪂₲┴⾜ᨻ⤌⧊つ๎ᢤ⢋㸧

第 3 章 ᆅᇦᶵ㛵

第 3 ⠇ その他のᶵ㛵

第 7 Ḱ 放射線┘どࢭンター

（タ⨨）

第 79 ᮲ ⎔ቃ放射線の┘ど及びㄪᰝ◊✲を行うため，放射線┘どࢭンターを᯽ᓮᕷに⨨く．

（⤌⧊及びศᤸ஦ົ）

第 80 ᮲ 放射線┘どࢭンターに┘どㄪᰝㄢを⨨き，そのศᤸ஦ົは，次のとおࡾとする．

    (1)  ே஦，බ印，文書及び会ィに㛵する஦項

   (2) ᗇ⯋⟶理に㛵する஦項

   (3) ⎔ቃ放射線の┘ど及びㄪᰝ◊✲に㛵する஦項

㸦᪂₲┴⌧ሙ஦ົᡤ➼タ⨨つ⛬ᢤ⢋㸧

   ᪂₲┴行ᨻ⤌⧊つ則第 5 ᮲の 2 のつ定にᇶ࡙き，次のとおࡾ現場஦ົ所等をタ⨨する．

   (2) ᆅᇦᶵ㛵㛵ಀのもの

        名  ⛠            位  ⨨

    放射線┘どࢭンター᪂₲ศᐊ   ᪂₲ᕷ西༊᭮和 314 番ᆅ 1

㸯࣭㸱࣭㸰 ⤌⧊ᅗ

㸯࣭㸱࣭㸱 ᴗ ົ ศ ᢸ

所  ᒓ ⫋    名 Ặ  名 ศ ᢸ ᴗ ົ

放 射 線

┘どࢭンター

所 㛗 ㄶゼ ᡂ㞝 ⥲ᣓ

次 㛗 㯮ᓮ ⿱ே ⥲ᣓ⿵బ䠈஺௜㔠䛾㐠⏝⟶⌮䠈ホ౯఍㆟䞉ᢏ⾡㐃⤡఍㆟

┘どㄪᰝㄢ ㄢ    㛗 ᰘ田 ᩄ行 ᶵᮦ⟶⌮䞉ᶵჾᩚഛィ⏬䠈┘どㄪᰝཬ䜃┴ෆ඲ᇦ䝞䝑䜽䜾䝷䜴䞁䝗

ㄪᰝ䠈ᨺㄪ༠䞉㛵ᮾᮾ໭ 5 ┴఍㆟䞉㏆␥୰㒊ᨺᑕ⬟ㄪᰝ᳨ウ఍

ᑓ㛛◊✲員 ᒣᓮ  Ṋ ✚⟬⥺㔞ㄪᰝ䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾㌴䛻䜘䜛ㄪᰝ䠈኱Ẽ୰䝖䝸䝏䜴䝮䛻㛵䛩

䜛஦㡯䠈᪥ሗ䞉㐌ሗ䞉┘ど䝉䞁䝍䞊䝩䞊䝮䝨䞊䝆

୺    ௵ 小ᯘ⨾ᜨᏊ ண⟬䞉ᨭฟ஦ົ䠈஺௜㔠ཬ䜃Ỉ‽ㄪᰝᐇ⦼ሗ࿌䠈≀ရ⟶⌮䠈⤥୚䞉

⚟฼ཌ⏕䞉೺ᗣデ᩿

୺௵◊✲員 岩ᇛ 文ኴ ᶵჾศᯒ䠈⎔ቃヨᩱ䛾採取䞉๓ฎ⌮䠈ศᯒ⢭ᗘ⟶⌮ㄪᰝ䠈Ⓨ㟁ᡤ

䝕䞊䝍䛾☜ㄆ䠈┘ど䝉䞁䝍䞊ᡤሗ

୺௵◊✲員 田㰻 ὒ௓ ⎔ቃᨺᑕ⥺䝔䝺䝯䞊䝍䝅䝇䝔䝮䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾᝟ሗඹ᭷䝅䝇䝔䝮

䠄RAMISES䠅䠈┘どㄪᰝᅄ༙ᮇሗ࿌䞉ᖺᗘሗ࿌䞉ᖺᗘィ⏬䠈ᗇෆ

LAN䞉᝟ሗඹ᭷䝅䝇䝔䝮

୺௵◊✲員 బ藤  ⚈ ⥭ᛴ᫬䝰䝙䝍䝸䞁䜾䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾㌴䠈ྍᦙᆺ䝰䝙䝍䝸䞁䜾䝫䝇䝖䠈㌴㍕

ᆺᨺᑕ⥺䝰䝙䝍䝸䞁䜾䝅䝇䝔䝮䠄䝷䝆䝥䝻䞊䝤䠅䠈᪥ᖖ㣗ㄪᰝ䠈┴ෆ඲

ᇦ䝞䝑䜽䜾䝷䜴䞁䝗ㄪᰝሗ࿌

1 原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶の⎔ቃ放射線

┘どㄪᰝ

2 ⎔ቃ放射⬟に㛵するㄪᰝ◊✲

3 放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ

஦ົ⫋員

1 ே

所 㛗 次 㛗

ᗢົ全⯡に㛵すること

ᢏ⾡⫋員

5 ே

᪂₲ศᐊ

┘どㄪᰝㄢ

ᢏ⾡⫋員

3 ே   

所  ᒓ ⫋    名 Ặ  名 ศ ᢸ ᴗ ົ

᪂₲ศᐊ ୺௵◊✲員 㕥ᮌ ㈗博 ᶵᮦ⟶⌮䞉ᶵჾᩚഛィ⏬䠈ἲᨵṇ䠈┴ෆ඲ᇦ䝞䝑䜽䜾䝷䜴䞁䝗ㄪᰝ

䠄᳨ᰝㄪᩚ䞉ᶵჾศᯒ䠅䠈┘どㄪᰝᅄ༙ᮇሗ࿌䞉ᖺᗘሗ࿌䞉ᖺᗘィ

⏬䠈໬Ꮫ≀㉁䛾㐺ṇ⟶⌮䠈✚⟬⥺㔞ㄪᰝ䠈ᗇෆ LAN䞉᝟ሗඹ᭷䝅

䝇䝔䝮䠈䝰䝙䝍䝸䞁䜾᝟ሗඹ᭷䝅䝇䝔䝮䠄RAMISES䠅䠄䝞䝑䜽䜰䝑䝥䠅䠈

⎔ቃᨺᑕ⥺䝔䝺䝯䞊䝍䝅䝇䝔䝮䠄䝞䝑䜽䜰䝑䝥䠅䠈ᨺᑕ⬟Ỉ‽ㄪᰝ䠄䝰

䝙䝍䝸䞁䜾䝫䝇䝖䜢㝖䛟䠅

୺௵◊✲員 四ᰡ ᏹᇶ ᨺᑕ໬Ꮫศᯒ䠄Sr-90䠈Pu䠅䠈᰾⇞ᩱ≀㉁⟶⌮䠈ᨺᑕᛶྠ఩ඖ⣲䛾⟶

⌮䠈RI ᪋タ⟶⌮䠈⥭ᛴ᫬⎔ቃ䝰䝙䝍䝸䞁䜾

◊ ✲ 員 Ọ田 ඃኴ ⎔ቃヨᩱ䛾๓ฎ⌮䠈ᨺᑕ໬Ꮫศᯒ䠄䝖䝸䝏䜴䝮䠅䠈⎔ቃヨᩱ䛾ᶵჾศ

ᯒ䠄Ge䠅䠈᪥ᖖ㣗ㄪᰝ䠈Ỉ‽ㄪᰝ䝰䝙䝍䝸䞁䜾䝫䝇䝖䠈┴ෆ඲ᇦ䝞䝑䜽

䜾䝷䜴䞁䝗ㄪᰝ䠄ᾋ㐟䛨䜣➼䠅䠈ྛ✀ㄪᰝ䛾ヨᩱ採取‽ഛ䞉๓ฎ⌮䞉

 ᐃ

㸯࣭㸱࣭㸲 ே ஦ ␗ ື   

年 月 日 ⫋ 名 Ặ  名 ␗ື஦項（㌿入） 年 月 日 ⫋   名 Ặ  名 ␗ື஦項（㌿出）

30. 4. 1 ㄢ 㛗 ᰘ田 ᩄ行 上㉺ᆅᇦ᣺⯆ᒁ 30. 4. 1 ㄢ 㛗 Ჴᶫ ᡂ一 ᪂発田ᆅᇦ᣺⯆ᒁ

೺ᗣ⚟♴⎔ቃ部 ೺ᗣ⚟♴⎔ቃ部

ᑓ㛛◊✲員 ᒣᓮ  Ṋ 㛗岡ᆅᇦ᣺⯆ᒁ ୺ ௵ ⊦ಛ ཭⣖ 出⣡ᒁ⟶理ㄢ

೺ᗣ⚟♴⎔ቃ部 ୺௵◊✲員 㧘ᇣ ளᕼ ༡㨶἟ᆅᇦ᣺⯆ᒁ

୺ ௵ 小ᯘ⨾ᜨᏊ ᯽ᓮᆅᇦ᣺⯆ᒁ ೺ᗣ⚟♴⎔ቃ部

ᆅᇦᩚഛ部 ୺௵◊✲員 藤原  ⾨ ಖ೺⎔ቃ科学◊✲所

୺௵◊✲員 岩ᇛ 文ኴ ಖ೺⎔ቃ科学◊✲所

㸯࣭㸲 ண ⟬ ࣭ Ỵ ⟬
ṓ    ධ ṓ    ฟ
（一⯡会ィ） （一⯡会ィ）

科     目 ㄪ 定 㢠 ཰ 入 㢠 科     目
ண ⟬ 㢠

（෌㓄当㢠）
Ỵ ⟬ 㢠

෇ ෇ ෇ ෇

ㅖ ཰ 入 33,299 33,299 ィ 173,350,116 173,350,116
雑  入 33,299 33,299 ⥲ົ㈝ 19,836 19,836

  雑 入 33,299 33,299 ⥲ົ⟶理㈝ 19,836 19,836
    ே஦⟶理㈝ 19,836 19,836
  ┴Ẹ⏕ά・⎔ቃ㈝ 173,330,280 173,330,280

㜵⅏㈝ 173,330,280 173,330,280
  放射線┘どᑐ⟇㈝ 173,330,280 173,330,280

（⅏ᐖᩆຓ஦ᴗ≉ู会ィ） （⅏ᐖᩆຓ஦ᴗ≉ู会ィ）

科     目 ㄪ 定 㢠 ཰ 入 㢠 科     目
ண ⟬ 㢠

（෌㓄当㢠）
Ỵ ⟬ 㢠

෇ ෇ ෇ ෇

⅏ᐖᩆຓ஦ᴗ཰入    0 0 ィ 202,225 202,225
ㅖ ཰ 入 0 0 ⅏ᐖᩆຓ஦ᴗ㈝ 202,225 202,225

  雑   入 0 0 ⅏ᐖᩆຓ㈝ 202,225 202,225
  ⅏ᐖᩆຓ㈝ 202,225 202,225
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㸯࣭㸳 ୺ せ ഛ ရ
㸯࣭㸳࣭㸯 ᶵ ჾ

ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ

環境放射線┘どテレメータシステ࣒ ᪥❧〇作ᡤ 1 P u 分析用電着装置 ᮾி光電 AN A-2-4 1
環境放射線┘どテレメータシステ࣒ 放射線測定器(᪥❧アロカメデ࢕カル) 28 放射性 S r 㺐㺓㺻஺᥮装置 AS ON E 1
環境放射線┘どテレメータシステ࣒ Ẽ㇟ほ測装置 14 ドラフトチࣕンࣂー ルトンࢲ DFV-12TK -15CAI ᤼࢞スὙί機能௜他 10
放 射 線 測 定 器 ᪥❧アロカメデ࢕カル（Ỉ準ㄪᰝ） 8 㞵 Ỉ ⃰ ⦰ 装 置 高ᮡ〇作ᡤ（重量ࢭンࢧーᘧ） 2
㞾 ほ 測 装 置 㺙㺻㺘㺎㺚㺊 TS S -9 28 2 大Ẽ୰トリチウ࣒᥇ྲྀ装置 ༠࿴⛉Ꮫ K DT-1K N 他 3
Ge ༙ᑟ体検出器ポスト 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 GC7022（ส⩚ᒁ） 1 トリチウ࣒電ゎ⃰⦰装置 ペルメレック電ᴟ X Z 030 2
スト࣭ࣚウ⣲測定装置ࢲ ᛂ用光◊ᕤ業 S-2824A 3 I C P ㉁ 量 分 析 装 置 ᪥❧ࣁイテク S P Q 9 700ϩ（ᪧ S I I ） 1
可搬型モニタリングポスト ᪥❧アロカメデ࢕カル MAR -156 1B R 9 他 23 I C P 発光分光分析装置 Agilent 710-ES 1
可搬型モニタリングポスト ᐩኈ電機 HC1410 他 6 2 I CP -MS 試料ᑟධ装置 CETAC Technologies AR I DUS ϩ 1
可搬型モニタリングポスト ᪥❧〇作ᡤ MAR -156 1CR 1 他 6 4 放射線データゎ析装置 EP S ON Endeav or P ro7500 他 1
可搬型ࢲスト࣭ࣚウ⣲モニタ ᛂ用光◊ᕤ業 S -29 73 1 ンドフットクロスモニタࣁ ᐩኈ電機 N HP 12001 1
N aI シンチレーシࣙンࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TCS -172 他 44 エアクリーン໬装置 電⏘アࢼリテ࢕カルシステ࣒ࢬ 1
GM ーベイメータࢧ ᪥❧アロカメデ࢕カル TGS -136 他 20 ㉸ ⣧ Ỉ 〇 㐀 装 置 㺰㺷㺖㺮㺶㺬㺽㺏 MilliQ I ntegral10 他 2
୰性子用ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TP S -451B S 3 大 型 ⅊ ໬ ⅔ ⇕ィ装 N CF-3012 2
電㞳⟽ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル I CS -323 他 11 電 Ẽ マ ッ フ ル ⅔ K DF-5000P lus 1
α線用ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TCS -232 他 5 大型㏦㢼定 ஝⇱機 アドࣂンテック DR LA23WA 1
N aI スペクトロࢧーベイメータ ⡿ᅜ㺕㺊㺻㺫㺼㺵 Easy S pec ES P EC-2 1 ΰ ྜ 機 ⟄஭⌮໬Ꮫ w -3 型（㏱どᘧ）他 4
La-B r スペクトロࢧーベイメータ 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 I nspector1000 1 㐲 ᚰ 機 ஂ保⏣ၟ஦ K UB OTA-8420 1
࢞ラス線量ィ測定装置 ༓௦⏣テクࣀル FGD-252 2 レーターࣆアス࢕ンデࣁ アルࣂック機ᕤ DTC-6 0 他 2
積⟬線量ィ運搬容器 ༓௦⏣テクࣀル，ᯇୗ電器⏘業 3 ロータリーエࣂポレーター ᪥ᮏࣗࣅッࣄ R -210V（P + G） 1
T L D 標 準 ↷ 射 装 置 ༓௦⏣テクࣀル（137Cs: 3.7GB q ） 1 高 ㏿ 試 料 分 ゎ 装 置 マイルストーン♫ ETHOS 16 00 1
積 ⟬ 線 量 ィ 保 ⟶ ᗜ ラドࢭーフテクニカルࢧーࣅス，༓௦⏣テクࣀル 3 Ὑ ί 機 ࣑ーレ 全⮬動࢞ラス器ලὙί機 G-7883LAB 1
Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻（検出器×2）᯽ᓮ 1 放射性ྠ఩ඖ⣲㈓ⶶᗜ ༓௦⏣保Ᏻ用ရ TH-J 1101 他 3
Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻（検出器×5）新潟 1 試 料 ᥇ ྲྀ 車 トࣚタ ࣦェルフ࢓イア 他 2
可搬型 Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 Falcon 5000 1 モニタリングポストⅬ検車 スࣂル フ࢛レスター 1
ప B G࣭GM 測定装置 ᪥❧アロカメデ࢕カル LB C-4211 他 2 環境放射線モニタリング車 ᐩኈ電機システ࣒ࢬ（トࣚタࣁイエース） 1
ベータ線⮬動測定装置 ᪥❧アロカメデ࢕カル J DC-5200 他 2 運 搬 車 トࣚタ イエース࣑ドルルーフࣁ 1
ప B G ᾮ体㺚㺻㺟㺸㺎㺚㺌㺻㺔㺑㺻㺞㺎 ᪥❧アロカメデ࢕カル LS C-LB 7 2 資機材保⟶ᗜ（車ᗜ） ✄ⴥ〇作ᡤ GHW-19 0HH 1
Ⲵ 電 ⢏ 子 測 定 装 置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 データฎ⌮装置௜ 1 ンプラーࢧイ࣎リࣗー࣒エアࣁ ᰘ⏣⛉Ꮫ HV-700R 他 16
大 Ẽ モ ニ タ ᪥❧〇作ᡤ MDR -3100B 16 可搬型放射線測定器 ༓௦⏣テクࣀル ラジプローブ 12
ンプラࢧンプルチェンジࣕ௜きࣚウ⣲ࢧ ᪥❧〇作ᡤ DSM-1401BU1 2

ͤ ᖹᡂ 31 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥時Ⅼの୺せ備ရ

ᖹᡂ 30 ᖺᗘ㉎ධ୺せഛရ
ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ

環境放射線┘どテレメータシステ࣒ Ẽ㇟ほ測装置 9 大 型 ⅊ ໬ ⅔ ⇕ィ装 N CF-3012 1
スト࣭ࣚウ⣲測定装置ࢲ ᛂ用光◊ᕤ業 S -2824A 3 N aI シンチレーシࣙンࢧーベイメータ ᪥❧〇作ᡤ TCS -1172 2
ప B G ᾮ体㺚㺻㺟㺸㺎㺚㺌㺻㺔㺑㺻㺞㺎 ᪥❧〇作ᡤ LS C-LB 7 1 環境放射線モニタリング車 測定システ࣒ 1
大型㏦㢼定 ஝⇱機 アドࣂンテック DR LA23WB 1 ンプラࢧンプルチェンジࣕ௜きࣚウ⣲ࢧ ᪥❧〇作ᡤ DSM-1401BU1 2
ΰ ྜ 機 ⟄஭⌮໬Ꮫ VM-2 1
大 Ẽ モ ニ タ ᪥❧〇作ᡤ MDR -3100B 13
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ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ

環境放射線┘どテレメータシステ࣒ ᪥❧〇作ᡤ 1 P u 分析用電着装置 ᮾி光電 AN A-2-4 1
環境放射線┘どテレメータシステ࣒ 放射線測定器(᪥❧アロカメデ࢕カル) 28 放射性 S r 㺐㺓㺻஺᥮装置 AS ON E 1
環境放射線┘どテレメータシステ࣒ Ẽ㇟ほ測装置 14 ドラフトチࣕンࣂー ルトンࢲ DFV-12TK -15CAI ᤼࢞スὙί機能௜他 10
放 射 線 測 定 器 ᪥❧アロカメデ࢕カル（Ỉ準ㄪᰝ） 8 㞵 Ỉ ⃰ ⦰ 装 置 高ᮡ〇作ᡤ（重量ࢭンࢧーᘧ） 2
㞾 ほ 測 装 置 㺙㺻㺘㺎㺚㺊 TS S -9 28 2 大Ẽ୰トリチウ࣒᥇ྲྀ装置 ༠࿴⛉Ꮫ K DT-1K N 他 3
Ge ༙ᑟ体検出器ポスト 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 GC7022（ส⩚ᒁ） 1 トリチウ࣒電ゎ⃰⦰装置 ペルメレック電ᴟ X Z 030 2
スト࣭ࣚウ⣲測定装置ࢲ ᛂ用光◊ᕤ業 S-2824A 3 I C P ㉁ 量 分 析 装 置 ᪥❧ࣁイテク S P Q 9 700ϩ（ᪧ S I I ） 1
可搬型モニタリングポスト ᪥❧アロカメデ࢕カル MAR -156 1B R 9 他 23 I C P 発光分光分析装置 Agilent 710-ES 1
可搬型モニタリングポスト ᐩኈ電機 HC1410 他 6 2 I CP -MS 試料ᑟධ装置 CETAC Technologies AR I DUS ϩ 1
可搬型モニタリングポスト ᪥❧〇作ᡤ MAR -156 1CR 1 他 6 4 放射線データゎ析装置 EP S ON Endeav or P ro7500 他 1
可搬型ࢲスト࣭ࣚウ⣲モニタ ᛂ用光◊ᕤ業 S -29 73 1 ンドフットクロスモニタࣁ ᐩኈ電機 N HP 12001 1
N aI シンチレーシࣙンࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TCS -172 他 44 エアクリーン໬装置 電⏘アࢼリテ࢕カルシステ࣒ࢬ 1
GM ーベイメータࢧ ᪥❧アロカメデ࢕カル TGS -136 他 20 ㉸ ⣧ Ỉ 〇 㐀 装 置 㺰㺷㺖㺮㺶㺬㺽㺏 MilliQ I ntegral10 他 2
୰性子用ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TP S -451B S 3 大 型 ⅊ ໬ ⅔ ⇕ィ装 N CF-3012 2
電㞳⟽ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル I CS -323 他 11 電 Ẽ マ ッ フ ル ⅔ K DF-5000P lus 1
α線用ࢧーベイメータ ᪥❧アロカメデ࢕カル TCS -232 他 5 大型㏦㢼定 ஝⇱機 アドࣂンテック DR LA23WA 1
N aI スペクトロࢧーベイメータ ⡿ᅜ㺕㺊㺻㺫㺼㺵 Easy S pec ES P EC-2 1 ΰ ྜ 機 ⟄஭⌮໬Ꮫ w -3 型（㏱どᘧ）他 4
La-B r スペクトロࢧーベイメータ 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 I nspector1000 1 㐲 ᚰ 機 ஂ保⏣ၟ஦ K UB OTA-8420 1
࢞ラス線量ィ測定装置 ༓௦⏣テクࣀル FGD-252 2 レーターࣆアス࢕ンデࣁ アルࣂック機ᕤ DTC-6 0 他 2
積⟬線量ィ運搬容器 ༓௦⏣テクࣀル，ᯇୗ電器⏘業 3 ロータリーエࣂポレーター ᪥ᮏࣗࣅッࣄ R -210V（P + G） 1
T L D 標 準 ↷ 射 装 置 ༓௦⏣テクࣀル（137Cs: 3.7GB q ） 1 高 ㏿ 試 料 分 ゎ 装 置 マイルストーン♫ ETHOS 16 00 1
積 ⟬ 線 量 ィ 保 ⟶ ᗜ ラドࢭーフテクニカルࢧーࣅス，༓௦⏣テクࣀル 3 Ὑ ί 機 ࣑ーレ 全⮬動࢞ラス器ලὙί機 G-7883LAB 1
Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻（検出器×2）᯽ᓮ 1 放射性ྠ఩ඖ⣲㈓ⶶᗜ ༓௦⏣保Ᏻ用ရ TH-J 1101 他 3
Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻（検出器×5）新潟 1 試 料 ᥇ ྲྀ 車 トࣚタ ࣦェルフ࢓イア 他 2
可搬型 Geγ線分光分析装置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 Falcon 5000 1 モニタリングポストⅬ検車 スࣂル フ࢛レスター 1
ప B G࣭GM 測定装置 ᪥❧アロカメデ࢕カル LB C-4211 他 2 環境放射線モニタリング車 ᐩኈ電機システ࣒ࢬ（トࣚタࣁイエース） 1
ベータ線⮬動測定装置 ᪥❧アロカメデ࢕カル J DC-5200 他 2 運 搬 車 トࣚタ イエース࣑ドルルーフࣁ 1
ప B G ᾮ体㺚㺻㺟㺸㺎㺚㺌㺻㺔㺑㺻㺞㺎 ᪥❧アロカメデ࢕カル LS C-LB 7 2 資機材保⟶ᗜ（車ᗜ） ✄ⴥ〇作ᡤ GHW-19 0HH 1
Ⲵ 電 ⢏ 子 測 定 装 置 㺕㺊㺻㺫㺼㺵㺚㺼㺊㺨㺽㺻 データฎ⌮装置௜ 1 ンプラーࢧイ࣎リࣗー࣒エアࣁ ᰘ⏣⛉Ꮫ HV-700R 他 16
大 Ẽ モ ニ タ ᪥❧〇作ᡤ MDR -3100B 16 可搬型放射線測定器 ༓௦⏣テクࣀル ラジプローブ 12
ンプラࢧンプルチェンジࣕ௜きࣚウ⣲ࢧ ᪥❧〇作ᡤ DSM-1401BU1 2

ͤ ᖹᡂ 31 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥時Ⅼの୺せ備ရ

ᖹᡂ 30 ᖺᗘ㉎ධ୺せഛရ
ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ ရ 名 構 㐀࣭つ ᱁ 量ᩘ

環境放射線┘どテレメータシステ࣒ Ẽ㇟ほ測装置 9 大 型 ⅊ ໬ ⅔ ⇕ィ装 N CF-3012 1
スト࣭ࣚウ⣲測定装置ࢲ ᛂ用光◊ᕤ業 S -2824A 3 N aI シンチレーシࣙンࢧーベイメータ ᪥❧〇作ᡤ TCS -1172 2
ప B G ᾮ体㺚㺻㺟㺸㺎㺚㺌㺻㺔㺑㺻㺞㺎 ᪥❧〇作ᡤ LS C-LB 7 1 環境放射線モニタリング車 測定システ࣒ 1
大型㏦㢼定 ஝⇱機 アドࣂンテック DR LA23WB 1 ンプラࢧンプルチェンジࣕ௜きࣚウ⣲ࢧ ᪥❧〇作ᡤ DSM-1401BU1 2
ΰ ྜ 機 ⟄஭⌮໬Ꮫ VM-2 1
大 Ẽ モ ニ タ ᪥❧〇作ᡤ MDR -3100B 13

㸯࣭㸴 ⾜     ஦
㸯࣭㸴࣭㸯 Ꮫ఍࣭◊✲఍࣭◊ಟ఍࣭ㅮ⩦఍及び఍㆟➼ࡢ࡬ฟᖍ

月 日 名 ⛠ 開 ദ ᆅ 出 ᖍ 者

4.9 第 1 ᅇ放射線Ᏻ全⟶理委員会 ᪂₲ᕷ・放射線┘どࢭンター᪂₲ศᐊ ㄶゼ࡯か 4 名

4.11 㜵⅏ᒁ༴ᶵ⟶理ᇶ♏◊ಟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋 ᰘ田࡯か 3 名

4.24 ᪂௵者発㟁所どᐹ◊ಟ ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ発㟁所 ᰘ田，ᒣᓮ，岩ᇛ

5.10 ᖹᖖ時ࣔࢽタリングのᅾࡾ᪉にಀる原Ꮚຊつไᗇ༠㆟ ᮾி㒔・原Ꮚຊつไᗇ ㄶゼ，ᰘ田

5.18 第 1 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ発㟁所のᏳ全⟶理に㛵するᢏ⾡委員会 ᪂₲ᕷ・┴ၟᕤ会㤋 ㄶゼ

5.23 第 147 ᅇ原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線 定ᢏ⾡㐃⤡会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋ู㤋 ㄶゼ࡯か 5 名

6.7 ┴原Ꮚຊ⅏ᐖᑐ⟇本部要員◊ಟ ᪂₲ᕷ・┴ᗇ ᰘ田࡯か 3 名

6.19 第 148 ᅇ原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線 定ᢏ⾡㐃⤡会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋ู㤋 ㄶゼ࡯か 6 名

6.17㹼6.22 ⎔ቃ放射線 定の入㛛及び⎔ቃ放射⬟ศ析の入㛛◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター ᒣᓮ

6.26 ⎔ቃ放射⬟ศ析◊ಟ（放射線のே体ᙳ㡪ᴫ論） ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター ᰘ田

6.26 放射線ྲྀᢅ୺௵者定ᮇ講⩦会 ᮾி㒔・ᮾிᐩᒣ会㤋ビル 四ᰡ

6.28䡚6.29 タリングᇶ♏講座ࢽࣔ ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンター ᰘ田࡯か 3 名

7.11㹼7.13 原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会ᖹᡂ 30 年ᗘ⥲会，

年会及びᣑ኱࣡ー࢟ンググループ会㆟

⯙㭯ᕷ・⯙㭯⥲合文化会㤋 他 ㄶゼ࡯か 3 名

7.31㹼8.3 トリࢳウ࣒ศ析ἲ◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター Ọ田

8.8 第 149 ᅇ原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線 定ᢏ⾡㐃⤡会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋 ㄶゼ࡯か 5 名

8.25㹼8.26 ෆ㛶ᗓ原Ꮚຊ⥲合㜵⅏カ⦎ ᮾி㒔・原Ꮚຊつไᗇ 㕥ᮌ

8.25㹼8.26 ෆ㛶ᗓ原Ꮚຊ⥲合㜵⅏カ⦎ おおい⏫・⚟井┴኱㣤原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンタ

ー他

బ藤

8.30 原Ꮚຊ㜵⅏ᇶ♏◊ಟ 㛗岡ᕷ・㛗岡ᕷ❧๻場 ᒣᓮ，岩ᇛ

9.3 第 69 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ┘どホ౯会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋ู㤋 ㄶゼ࡯か 6 名

9.4㹼9.6 放射ᛶࢫトロンࢳウ࣒ศ析ἲ◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター 四ᰡ

9.7 原Ꮚ⅔等つไἲᨵṇ説明会 ᮾி㒔・原Ꮚຊつไᗇ 㕥ᮌ

9.10 第 4 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ⅏ᐖ時の㑊㞴᪉ἲに㛵する᳨ド委員会 ᪂₲ᕷ・┴ᗇ 㯮ᓮ

9.18㹼9.19 第 62 ᅇ放射化学ウ論会 ி㒔ᕷ・ி㒔኱学 㯮ᓮ

9.20 放射線Ᏻ全⟶理講⩦会 ᮾி㒔・文ிシビック࣍ール 四ᰡ

9.26㹼10.4 ウ࣒半ᑟ体᳨出ჾによる 定ἲ◊ಟࢽル࣐ࢤ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター ᒣᓮ

10.4 原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会ⱝᡭの会 㟷᳃ᕷ・࣍ࢸル㟷᳃ Ọ田

10.10㹼18 アルファ放射体ศ析及び㎿㏿ศ析ἲ◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター 四ᰡ

10.10㹼11 タリング実ົ◊ಟ・実᪋講座ࢽࣔ ༡┦㤿ᕷ・⚟ᓥ┴༡┦㤿原Ꮚຊ⅏ᐖ◊ಟ

ンターࢭ

Ọ田

10.16 原Ꮚຊ⅏ᐖᑐ⟇要員◊ಟ ᯽ᓮᕷ・⏘ᴗ文化会㤋 岩ᇛ

10.17,26,29ᕷ⏫村㜵⅏◊ಟ ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンター 㯮ᓮ

10.23㹼25 ࢞ン࣐線ࢫペクトロ࣓トリーᴫ論◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター ᰘ田

10.30 原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会࣡ー࢟ンググループ ᮾி㒔・田中ඵ㔜Ὢビル బ藤

11.11 ▼川┴原Ꮚຊ㜵⅏カ⦎ ᚿ㈡⏫・▼川┴ᚿ㈡࢜フࢧイトࢭンター 四ᰡ

11.13㹼21 ウ࣒半ᑟ体᳨出ჾによる 定ἲ◊ಟࢽル࣐ࢤ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター 岩ᇛ

11.16 第 150 ᅇ原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線 定ᢏ⾡㐃⤡会㆟ ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンター他 ㄶゼ࡯か 6 名

11.19 放射ᛶ物㉁のᚠ⎔に㛵する実ែㄪᰝ᳨ウ委員とのព見஺᥮会 ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋 ㄶゼ࡯か 4 名

12.5㹼7 ィ㔞⟶理ሗ࿌書記載要㡿講⩦会 ᮾᾏ村・ᮾᾏ村⏘ᴗ・᝟ሗプラࢨ 㕥ᮌ

12.11㹼14 ウ࣒半ᑟ体᳨出ჾによる 定ἲ(⥭ᛴ時)◊ಟࢽル࣐ࢤ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター Ọ田

12.12 原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会ࢸレ࣓ータシ࣒ࢸࢫ

ຮᙉ会

᯽ᓮᕷ・放射線┘どࢭンター 岩ᇛ࡯か 3 名

12.13 ⎔ቃㄪᰝ本部要員実ົ◊ಟ会 ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンター ㄶゼ࡯か 8 名

12.17 放射線Ᏻ全⟶理講⩦会 ᮾி㒔・すみだ⏘ᴗ会㤋 四ᰡ

12.18㹼19 ᪂₲┴ EMC άືカ⦎ ᯽ᓮᕷ・᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ㜵⅏ࢭンター ㄶゼ࡯か 7 名

1.22䡚1.24 ⥭ᛴ時における࢞ン࣐線ࢫペクトル解析ἲ◊ಟ ༓ⴥᕷ・日本ศ析ࢭンター బ藤

1.29 第 2 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ発㟁所のᏳ全⟶理に㛵するᢏ⾡委員会 ᪂₲ᕷ・⯆和ビル ㄶゼ

1.30 応᥼༠定にᇶ࡙く⢭ᗘ⟶理஦ᴗ等にಀるព見஺᥮会 ᪂₲ᕷ・┴ᗇ⫋員会㤋 ᰘ田，岩ᇛ

2.8 原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会࣡ー࢟ンググループ

会㆟(第 3 ᅇ)
ᮾி㒔・田中ඵ㔜Ὢビル బ藤

2.15 第 151 ᅇ原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線 定ᢏ⾡㐃⤡会㆟ ᪂₲ᕷ・┴ᗇ ㄶゼ࡯か 6 名

2.18 ᰾⇞ᩱ物㉁のᏳ全⟶理講⩦会 ᮾி㒔・ᮾிᐩᒣ会㤋ビル 四ᰡ

2.19 ㏆␥・中部放射⬟ㄪᰝ◊✲᳨ウ会 ᐩᒣᕷ・ᐩᒣ┴Ẹ会㤋 岩ᇛ，Ọ田

2.20 第 2 ᅇ᪂₲ᕷ⎔ቃ行ᨻ◊ಟ会 ᪂₲ᕷ・᪂₲ᕷᙺ所 㯮ᓮ

2.25 原Ꮚ⅔等つไἲᨵṇ説明会 ᮾி㒔・原Ꮚຊつไᗇ 四ᰡ

3.19 ⎔ቃ放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ及び┘ど⤖ᯝ཰集に㛵するᢏ⾡᳨ウ会 ᮾி㒔・࣓ルࣃルクᮾி 岩ᇛ，四ᰡ

3.20㹼21 日本原Ꮚຊ学会 2019 年᫓の年会 Ỉᡞᕷ・Ⲉᇛ኱学 బ藤
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3.23 第2 ᅇ放射線Ᏻ全⟶理委員会 ᪂₲ᕷ・放射線┘どࢭンター᪂₲ศᐊ ㄶゼ࡯か 4 名

3.25 第 70 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ┘どホ౯会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋 ㄶゼ࡯か 6 名

㸯࣭㸴࣭㸰 ㅮᖌࡢὴ㐵

月 日 名 ⛠ 場 所 講ᖌ ෆ ᐜ ᑐ㇟及び出ᖍ者数

5.25 ᾘ㜵学ᰯึ௵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ 㯮ᓮ ≉Ṧ⅏ᐖとಖᏳ（放射ᛶ物㉁） ᾘ㜵⫋員  66 名

6.4 ᾘ㜵学ᰯ㆙㜵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射ᛶ物㉁⅏ᐖᑐ⟇ ᾘ㜵⫋員  31 名

11.20 ᾘ㜵学ᰯᩆᛴ科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射線とその㞀ᐖ ᾘ㜵⫋員  51 名

12.20 ᾘ㜵学ᰯึ௵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ 㯮ᓮ ≉Ṧ⅏ᐖとಖᏳ（放射ᛶ物㉁） ᾘ㜵⫋員  37 名

2.18 ᾘ㜵学ᰯᩆᛴ科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射線とその㞀ᐖ ᾘ㜵⫋員  37 名

㸯࣭㸴࣭㸱 ど察࣭ぢᏛ࣭᮶ゼ⪅

月 日 所 ᒓ ௦ 表 者 及 び ே 数

4.17 上㉺ᕷ㆟会 原Ꮚຊ㜵⅏ᑐ⟇ᐊ㛗 5名

6.20 ᪂₲⏘ᴗ኱学 ⤒῭学部学⏕ 12名

7.23 㛗岡ᕷ会㆟員 ඖ┴㆟ 12名

8.6 㛗岡ᢏ⾡科学኱学 指ᑟᩍ員࡯か 48名

8.28 ᯽ᓮᆅᇦᩚഛ部 ᆅᇦᩚഛ部㛗 8名

10.17 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 17名

10.25 㛗㔝┴ 㛗㔝┴༴ᶵ⟶理部 11名

10.26 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 15名

10.29 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 15名

11.12 㟷᳃┴ᮾ通村 ᆅ༊⥲௦㐃合会会㛗 7名

㸯࣭㸵 እ㒊ጤဨ఍➼ࡢ࡬ཧ⏬

委 員 会 名 ཧ⏬⫋員名

原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会࣡ー࢟ンググループ（原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会） బ藤 ⚈

⎔ቃ放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ᳨ウ委員会（（බ㈈）日本ศ析ࢭンター） ㄶゼᡂ㞝
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3.23 第2 ᅇ放射線Ᏻ全⟶理委員会 ᪂₲ᕷ・放射線┘どࢭンター᪂₲ศᐊ ㄶゼ࡯か 4 名

3.25 第 70 ᅇ᪂₲┴原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ┘どホ౯会㆟ ᪂₲ᕷ・⮬἞会㤋 ㄶゼ࡯か 6 名

㸯࣭㸴࣭㸰 ㅮᖌࡢὴ㐵

月 日 名 ⛠ 場 所 講ᖌ ෆ ᐜ ᑐ㇟及び出ᖍ者数

5.25 ᾘ㜵学ᰯึ௵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ 㯮ᓮ ≉Ṧ⅏ᐖとಖᏳ（放射ᛶ物㉁） ᾘ㜵⫋員  66 名

6.4 ᾘ㜵学ᰯ㆙㜵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射ᛶ物㉁⅏ᐖᑐ⟇ ᾘ㜵⫋員  31 名

11.20 ᾘ㜵学ᰯᩆᛴ科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射線とその㞀ᐖ ᾘ㜵⫋員  51 名

12.20 ᾘ㜵学ᰯึ௵科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ 㯮ᓮ ≉Ṧ⅏ᐖとಖᏳ（放射ᛶ物㉁） ᾘ㜵⫋員  37 名

2.18 ᾘ㜵学ᰯᩆᛴ科講⩏ ᪂₲ᕷ・᪂₲┴ᾘ㜵学ᰯ ㄶゼ 放射線とその㞀ᐖ ᾘ㜵⫋員  37 名

㸯࣭㸴࣭㸱 ど察࣭ぢᏛ࣭᮶ゼ⪅

月 日 所 ᒓ ௦ 表 者 及 び ே 数

4.17 上㉺ᕷ㆟会 原Ꮚຊ㜵⅏ᑐ⟇ᐊ㛗 5名

6.20 ᪂₲⏘ᴗ኱学 ⤒῭学部学⏕ 12名

7.23 㛗岡ᕷ会㆟員 ඖ┴㆟ 12名

8.6 㛗岡ᢏ⾡科学኱学 指ᑟᩍ員࡯か 48名

8.28 ᯽ᓮᆅᇦᩚഛ部 ᆅᇦᩚഛ部㛗 8名

10.17 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 17名

10.25 㛗㔝┴ 㛗㔝┴༴ᶵ⟶理部 11名

10.26 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 15名

10.29 ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター ᯽ᓮ原Ꮚຊᗈሗࢭンター 15名

11.12 㟷᳃┴ᮾ通村 ᆅ༊⥲௦㐃合会会㛗 7名

㸯࣭㸵 እ㒊ጤဨ఍➼ࡢ࡬ཧ⏬

委 員 会 名 ཧ⏬⫋員名

原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会࣡ー࢟ンググループ（原Ꮚຊ᪋タ等放射⬟ㄪᰝᶵ㛵㐃⤡༠㆟会） బ藤 ⚈

⎔ቃ放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ᳨ウ委員会（（බ㈈）日本ศ析ࢭンター） ㄶゼᡂ㞝

２ 業 務 ᴫ せ 
ᙜ࣮ࢱࣥࢭは，ୡ⏺᭱኱の㟁Ẽ出力 821.2 ୓ kW を᭷すࡿ柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶の⎔ቃᨺᑕ⥺

┘ど調査をᐇ᪋すࡿとともに，⎔ቃᨺᑕ⬟水‽調査及び平常時にࡿࡅ࠾⮬↛ᨺᑕ⥺の変ື要ᅉࡸ⎔ቃ

ືែ等にࡘいての調査◊✲を⾜ࡗていࡿ．平成 23 年 3 月にⓎ生した⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾをዎᶵ

として，ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストのቑタࡸ試料採取地点の県ෆ全域࡬のᣑ኱࡝࡞⎔ቃᨺᑕ⥺の┘ど体ไを

ᙉ化していࡿ．

柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶⎔ቃᨺᑕ⥺┘ど調査（ᨺᑕ⥺┘ど等஺௜㔠஦ᴗ）では，✵間ᨺᑕ⥺の測

定として⎔ቃᨺᑕ⥺┘どࢩࢱ࣮࣓ࣞࢸス࣒ࢸにࡿࡼ✵間ᨺᑕ⥺㔞率及びẼ象等の㐃⥆測定，✚算⥺㔞

の測定，⎔ቃᨺᑕ⥺ࣔࢱࢽリࣥࢢ㌴及びྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストにࡿࡼ測定をᐇ᪋した．ࡲた，⎔

ቃ試料中のᨺᑕ⬟測定としては，኱Ẽ，ᾋ㐟じࢇ，㝆下≀，㝣水，土壌，㎰⏘≀，␆⏘≀，㝣ୖᣦᶆ

生≀（ᯇⴥ），海水，海底土，海⏘≀及び海ὒᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）のᨺᑕᛶ核種等の測定をᐇ᪋

した．

⎔ቃᨺᑕ⬟水‽調査は，日ᮏ全体の⮬↛及び人ᕤᨺᑕ⬟の分ᕸ≧ἣをᢕᥱすࡿたࡵにᐇ᪋ࢀࡉて࠾

て᫛࿴ࡅᙜ県もᅜのጤクをཷ，ࡾ 36 年度ࡽ࠿ᐇ᪋していࡿ．平成 30 年度は原子力つไᗇጤク஦ᴗと

して，✵間ᨺᑕ⥺㔞率の測定，㞵水の全࣮࣋ࢱᨺᑕ⬟測定，ᾋ㐟じࢇ，㝆下≀，海水，ྛ種食ရ，土

壌等のᨺᑕᛶ核種分析を⾜ࡗた．ࡲた，（බ㈈）日ᮏ分析࣮ࢱࣥࢭが分ᢸᐇ᪋すࡿᨺᑕ化Ꮫ分析のたࡵ，

試料の๓ฎ⌮をᐇ᪋した．ࡽࡉに，⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾにకࢱࢽࣔ࠺リࣥࢢᙉ化も⥅⥆ᐇ᪋し

た．

平成 24 年度ࡽ࠿㛤ጞした県ෆ全域ࢢࢡࢵࣂラウࣥࢻ調査では，✵間ᨺᑕ⥺㔞率の㐃⥆測定を県がタ

⨨したࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 17 地点及びྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 6 地点でᐇ᪋し，ᅜがタ⨨した水‽

調査ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト8地点及びྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト10地点の測定結果とేࡏて取ࡲࡾとࡵ

た．ࡲた，኱Ẽᾋ㐟じࢇ 1 地点，㝣水（河川水）2 地点，土壌 5 地点，海水 3 地点で試料を採取し，

核種分析をᐇ᪋した．

調査◊✲にࡘいては，ձ⎔ቃ中トリࢳウ࣒ࣞ࣋ࣝ調査（⥅⥆），ղ⎔ቃ中㛗༙ῶᮇ核種の分ᕸ調査（⥅

⥆），ճᒣ⳯中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度調査（⥅⥆）の 3 㡯┠をᘬࡗ⾜ࡁ⥆ࡁた．

２・１ 柏崎刈羽原子力発電所࿘㎶⎔ቃᨺᑕ⥺┘どㄪᰝ

 平成 30 年度は，๓年度にᘬࡁ⥆ࡁ，✵間ᨺᑕ⥺の測定，⎔ቃ試料のᨺᑕ⬟の測定及びẼ象要⣲のほ

測をᐇ᪋した．࠾࡞，測定結果は対↷ᮇ間としてḟ表の 3 ᮇ間の測定値とẚ㍑した．

対↷ᮇ間 ͤ

・┤ ㏆：平成 28 年度௨㝆（平成 28～29 年度）

・஦ᨾ๓：⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾ๓の 5 ࢝年（平成 17～21 年度）

・஦ ๓：஦๓調査ᮇ間（調査㛤ጞ～᫛࿴ 59 年 12 月）

    ͤ ⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾのᙳ㡪を㝖ࡃたࡵ，平成 22～27 年度は対↷ᮇ間ࡽ࠿㝖እ．

㸯 ✵間ᨺᑕ⥺

ア ✵間ᨺᑕ⥺㔞率

  11 ᒁのࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストにタ⨨してࡿ࠶ NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器を用いて㐃⥆測定

を⾜ࡗた．ྛᒁの年間᭱㧗値は 89～100 nGy/h でࡾ࠶，対↷ᮇ間の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．  
算⥺㔞✚ ࢖

  原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶┘ど調査地域ෆの 22 ᒁ及び対↷地域の 5 ᒁのࣔࢱࢽリࣥࣥ࢖࣏ࢢトで，⺯ග
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࢞ラス⥺㔞ィ（RPLD）を用いて 3 との✚算⥺㔞を測定した．年間✚算⥺㔞（365ࡈ月࠿ 日換算）

は，┘ど調査地域では 0.43～0.55 mGy，対↷地域では 0.51～0.54 mGy でࡗ࠶た．┘ど調査地域で

はⲨ὾ᒁ，土ྜᒁ，Ⓨ㟁ᡤ༡ᒁ，኱‖ᒁ及び୕࿴⏫ᒁを㝖ࡃ 17 ᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値

の⠊ᅖを㉸࠼，下㧗⏫ᒁ，຾ᒣᒁ，Ⓨ㟁ᡤ༡ᒁ，Ⓨ㟁ᡤ໭ᒁ，下኱新⏣ᒁ，中⏣ᒁ及びูᒣᒁの

㸵ᒁで対↷ᮇ間（஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼たが，平成 29 年度に⺯ග࢞ラス⥺㔞ィを᭦新

したࡇと，測定ᒁ࿘㎶の⎔ቃ変化及びኳ↛ᨺᑕᛶ核種にࡿࡼ✵間ᨺᑕ⥺㔞率の変ື等のᙳ㡪と⪃

．たࢀࡽ࠼

㸰 ⎔ቃ試料中のᨺᑕ⬟

  下表に⎔ቃ試料のᨺᑕ⬟測定試料数を示す．

ア ᾋ㐟じࢇの全࣮࣋ࢱᨺᑕ⬟

  3 ᒁ（柏崎市⾤ᒁ，ส⩚ᒁ，すᒣᒁ）のࣔࢱࢽリࣥࢢスࣥࣙࢩ࣮ࢸに࠾いて，ࢲストࣔࢱࢽを

用いて 6 時間㞟じࢇにࡿࡼ測定を㐃⥆して⾜ࡗた．その結果，㞟じࢇ⤊஢┤後の測定値は 0.048
～6.8 Bq/m3 でࡾ࠶，柏崎市⾤ᒁ及びすᒣᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼た．㞟じࢇ

⤊஢ 5 時間後の測定値は検出下限値未満～0.39 Bq/m3 でࡾ࠶，す࡭てのᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の

測定値の⠊ᅖを㉸࠼たが，ኳ↛ᨺᑕᛶ核種のィ数率の変ືにࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

核種分析（ᶵ器分析） ࢖

下表に示す試料にࡘいて，ࣝࢤマࢽウ࣒࢞ࣥマ⥺分ග分析⿦⨨を用いて測定を⾜ࡗた．その結

果，㝆下≀，土壌（㝣土），㎰⏘≀（⢭⡿，野⳯），␆⏘≀（∵ங），ᣦᶆ生≀（ᯇⴥ），海水，

海⏘≀（㨶㢮及び㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）ࢩࢭࡽ࠿ウ࣒137が検出ࢀࡉた．ࡽࢀࡇ

の᭱㧗値は，㝆下≀，㎰⏘≀（野⳯），␆⏘≀（∵ங），海⏘≀（㨶㢮，㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍

た．␆⏘≀（∵ங）は対↷ᮇ間ࡗ࠶も対↷ᮇ間の測定値の⠊ᅖෆでࢀࡎい，ࡁラ㢮）を㝖࣡ࢲࣥ

（┤㏆）の測定値と同程度でࡗ࠶た．㝆下≀は対↷ᮇ間（┤㏆，஦ᨾ๓及び஦๓）の測定値の⠊

ᅖを㉸࠼たが，検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾのᙳ㡪にࡿࡼものと⪃ࡽ࠼

た．㎰⏘≀（野⳯）は対↷ᮇ間（┤㏆及び஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖ，海⏘≀（㨶㢮）は対↷ᮇࢀ

間（஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖ，海⏘≀（㈅㢮）は対↷ᮇ間（┤㏆，஦ᨾ๓及び஦๓）の測定値の

⠊ᅖを㉸࠼たが，検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は㐣ཤの核ᐇ㦂等のᙳ㡪にࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

ᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）は，対↷ᮇ間（┤㏆及び஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．検出

器のᛶ⬟ྥୖ（ͤ）にࡾࡼ，対↷ᮇ間（஦๓）の結果（検出下限値未満）とは単⣧ẚ㍑で࡞ࡁい

たࡵ，対↷ᮇ間（┤㏆及び஦ᨾ๓）とẚ㍑した．検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は㐣ཤの核ᐇ㦂等のᙳ

㡪にࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

（ͤ）平成㸳年度ࡽ࠿┦対ຠ率の㧗い検出器（⣙20㸣Ѝ⣙40㸣）を౑用していࡿたࡵ，対↷ᮇ間

（஦๓）にẚ࡭పい⃰度ࡲで検出がྍ⬟にࡗ࡞た．

ウ 核種分析（ストロࣥࢳウ࣒ 90 のᨺᑕ化Ꮫ分析）

㎰⏘≀（⢭⡿，኱᰿），␆⏘≀（∵ங），海⏘≀（㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）にࡘい

てストロࣥࢳウ࣒ 90 の測定を⾜ࡗた．その結果，㎰⏘≀（⢭⡿，኱᰿），␆⏘≀（∵ங）及びᣦ

ᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）ࡽ࠿同核種が検出ࢀࡉたが，␆⏘≀（∵ங）を㝖ࡁ，いࢀࡎも対↷ᮇ間

の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．␆⏘≀（∵ங）は対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値と同程度でࡗ࠶た．

࢚ 核種分析（トリࢳウ࣒のᨺᑕ化Ꮫ分析）

኱Ẽ，㝣水（飲料水，原水，河川水）及び海水にࡘいてトリࢳウ࣒の測定を⾜ࡗた．その結果，

኱Ẽ及び㝣水（飲料水，河川水）ࡽ࠿同核種が検出ࢀࡉたが，㝣水（飲料水）を㝖ࡁ，いࢀࡎも

対↷ᮇ間の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．㝣水（飲料水）は対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼
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࢞ラス⥺㔞ィ（RPLD）を用いて 3 との✚算⥺㔞を測定した．年間✚算⥺㔞（365ࡈ月࠿ 日換算）

は，┘ど調査地域では 0.43～0.55 mGy，対↷地域では 0.51～0.54 mGy でࡗ࠶た．┘ど調査地域で

はⲨ὾ᒁ，土ྜᒁ，Ⓨ㟁ᡤ༡ᒁ，኱‖ᒁ及び୕࿴⏫ᒁを㝖ࡃ 17 ᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値

の⠊ᅖを㉸࠼，下㧗⏫ᒁ，຾ᒣᒁ，Ⓨ㟁ᡤ༡ᒁ，Ⓨ㟁ᡤ໭ᒁ，下኱新⏣ᒁ，中⏣ᒁ及びูᒣᒁの

㸵ᒁで対↷ᮇ間（஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼たが，平成 29 年度に⺯ග࢞ラス⥺㔞ィを᭦新

したࡇと，測定ᒁ࿘㎶の⎔ቃ変化及びኳ↛ᨺᑕᛶ核種にࡿࡼ✵間ᨺᑕ⥺㔞率の変ື等のᙳ㡪と⪃

．たࢀࡽ࠼

㸰 ⎔ቃ試料中のᨺᑕ⬟

  下表に⎔ቃ試料のᨺᑕ⬟測定試料数を示す．

ア ᾋ㐟じࢇの全࣮࣋ࢱᨺᑕ⬟

  3 ᒁ（柏崎市⾤ᒁ，ส⩚ᒁ，すᒣᒁ）のࣔࢱࢽリࣥࢢスࣥࣙࢩ࣮ࢸに࠾いて，ࢲストࣔࢱࢽを

用いて 6 時間㞟じࢇにࡿࡼ測定を㐃⥆して⾜ࡗた．その結果，㞟じࢇ⤊஢┤後の測定値は 0.048
～6.8 Bq/m3 でࡾ࠶，柏崎市⾤ᒁ及びすᒣᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼た．㞟じࢇ

⤊஢ 5 時間後の測定値は検出下限値未満～0.39 Bq/m3 でࡾ࠶，す࡭てのᒁで対↷ᮇ間（┤㏆）の
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下表に示す試料にࡘいて，ࣝࢤマࢽウ࣒࢞ࣥマ⥺分ග分析⿦⨨を用いて測定を⾜ࡗた．その結

果，㝆下≀，土壌（㝣土），㎰⏘≀（⢭⡿，野⳯），␆⏘≀（∵ங），ᣦᶆ生≀（ᯇⴥ），海水，

海⏘≀（㨶㢮及び㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）ࢩࢭࡽ࠿ウ࣒137が検出ࢀࡉた．ࡽࢀࡇ

の᭱㧗値は，㝆下≀，㎰⏘≀（野⳯），␆⏘≀（∵ங），海⏘≀（㨶㢮，㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍

た．␆⏘≀（∵ங）は対↷ᮇ間ࡗ࠶も対↷ᮇ間の測定値の⠊ᅖෆでࢀࡎい，ࡁラ㢮）を㝖࣡ࢲࣥ

（┤㏆）の測定値と同程度でࡗ࠶た．㝆下≀は対↷ᮇ間（┤㏆，஦ᨾ๓及び஦๓）の測定値の⠊

ᅖを㉸࠼たが，検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾのᙳ㡪にࡿࡼものと⪃ࡽ࠼
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⠊ᅖを㉸࠼たが，検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は㐣ཤの核ᐇ㦂等のᙳ㡪にࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

ᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）は，対↷ᮇ間（┤㏆及び஦ᨾ๓）の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．検出

器のᛶ⬟ྥୖ（ͤ）にࡾࡼ，対↷ᮇ間（஦๓）の結果（検出下限値未満）とは単⣧ẚ㍑で࡞ࡁい

たࡵ，対↷ᮇ間（┤㏆及び஦ᨾ๓）とẚ㍑した．検出ࢀࡉたࢩࢭウ࣒137は㐣ཤの核ᐇ㦂等のᙳ

㡪にࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

（ͤ）平成㸳年度ࡽ࠿┦対ຠ率の㧗い検出器（⣙20㸣Ѝ⣙40㸣）を౑用していࡿたࡵ，対↷ᮇ間

（஦๓）にẚ࡭పい⃰度ࡲで検出がྍ⬟にࡗ࡞た．

ウ 核種分析（ストロࣥࢳウ࣒ 90 のᨺᑕ化Ꮫ分析）

㎰⏘≀（⢭⡿，኱᰿），␆⏘≀（∵ங），海⏘≀（㈅㢮）及びᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）にࡘい

てストロࣥࢳウ࣒ 90 の測定を⾜ࡗた．その結果，㎰⏘≀（⢭⡿，኱᰿），␆⏘≀（∵ங）及びᣦ

ᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮）ࡽ࠿同核種が検出ࢀࡉたが，␆⏘≀（∵ங）を㝖ࡁ，いࢀࡎも対↷ᮇ間

の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．␆⏘≀（∵ங）は対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値と同程度でࡗ࠶た．

࢚ 核種分析（トリࢳウ࣒のᨺᑕ化Ꮫ分析）

኱Ẽ，㝣水（飲料水，原水，河川水）及び海水にࡘいてトリࢳウ࣒の測定を⾜ࡗた．その結果，

኱Ẽ及び㝣水（飲料水，河川水）ࡽ࠿同核種が検出ࢀࡉたが，㝣水（飲料水）を㝖ࡁ，いࢀࡎも

対↷ᮇ間の測定値の⠊ᅖෆでࡗ࠶た．㝣水（飲料水）は対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼

たが，柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤのᙳ㡪は検▱でࣝ࣋ࣞࡿࡁではࡗ࠿࡞たと⪃ࢀࡽ࠼た．

࢜ 核種分析（ࣝࣉトࢽウ࣒のᨺᑕ化Ꮫ分析）

ᾋ㐟じࢇ，㝆下≀及び海底土にࡘいてࣝࣉトࢽウ࣒の測定を⾜ࡗた．その結果，㝆下≀及び海

底土ࣝࣉࡽ࠿トࢽウ࣒ 239+240 が検出ࢀࡉた．㝆下≀は対↷ᮇ間（┤㏆）の測定値の⠊ᅖを㉸࠼

たが，㐣ཤの核ᐇ㦂等のᙳ㡪にࡿࡼものと⪃ࢀࡽ࠼た．

኱Ẽ中のᨺᑕᛶࣚウ⣲の測定（3，࠿࡯の調査のࡽࢀࡇ，࠾࡞   ᡤ，年࠿ 4 ᅇ），ࣔࢱࢽリࣥࢢ㌴に

測定（2ࡿࡼ ࣮ࣝト，年 4 ᅇ），ྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストにࡿࡼ測定（5 ᡤ，年࠿ 2 ᅇ）をᐇ᪋し

た．

௨ୖの調査結果のヲ⣽は，ࠕ平成 30 年度柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶⎔ቃᨺᑕ⥺┘ど調査結果ሗ࿌

᭩ࠖとしてබ表ࢀࡉていࡿ．

表 ⎔ቃ試料のᨺᑕ⬟測定試料数

試 料 ྡ

採 取

試料数

核 種 分 析

ᶵ 器 分 析 ᨺ ᑕ 化 Ꮫ 分 析

Cs-137 等
ᨺᑕᛶ

Sr-90 H-3 Pu 
ࣚウ⣲

担

当

ᨺ ᑕ ⥺
┘ ど
࣮ࢱࣥࢭ

新潟分ᐊ
ᨺ ᑕ ⥺
┘ ど
࣮ࢱࣥࢭ

新 潟 分 ᐊ

陸

上

試

料

ᾋ 㐟 じ ࢇ � 月 間 � 36 - 36 - - - 2 
኱ Ẽ （ ኱ Ẽ 中 水 分 ） 48 - - - - 48 - 
㝆下≀（月間㞵水・ࡾࡕ） 24 24 - - - - 2 

㝣 水
飲 料 水 ・ 原 水 12 12 - 12 - 12 - 
河 川 水 2 2 - 2 - 2 - 

土 壌 㝣土（0～5cm） 6 6 - - - - - 

㎰ ⏘ ≀

⡿ （ ⢭ ⡿ ） 3 - 3 3 3 - - 
࢟ ࣕ ࣋ ࢶ 2 - 2 2 - - - 
኱᰿（ⴥ・᰿） 4 - 4 2 2 - - 

␆ ⏘ ≀ ∵ங（原 ங） 8 - 8 8 4 - - 
ᣦᶆ生≀ ᯇⴥ（2 年ⴥ） 4 - 4 4 - - - 

海

洋

試

料

海 水 （ 表 ᒙ 水 ） 10 10 - 10 - 10 - 
海 底 土 （ 表 ᒙ 土 ） 10 10 - - - - 4 

海 ⏘ ≀

マ ࢞ ࣞ ࢖ 1 - 1 - - - - 
ࣄ ラ ࣓ 1 - 1 - - - - 
マ ࢲ ࢖ 1 - 1 - - - - 
ࢧ ࢨ ࢚ 1 - 1 - 1 - - 
࣡ ࢝ ࣓ 1 - 1 - - - - 
ࣔ ࢬ ࢡ 㢮 1 - 1 - - - - 

ᣦᶆ生≀ ࣍ ࣥ ࢲ ࣡ ラ 㢮 12 - 12 - 4 - - 
ィ 187 64 75 43 14 72 8 

注）ᾋ㐟じࢇの全࣮࣋ࢱᨺᑕ⬟は㝖ࡃ．
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㸰࣭㸰 ⎔ቃᨺᑕ⬟Ỉ‽ㄪᰝ         㸦ᖹᡂ 30 ᖺᗘཎᏊຊつไᗇጤク㸧

ᖹᡂ 30 ᖺᗘは，前ᖺᗘにᘬき続き，新潟ᕷを୰ᚰに県内全ᇦをᑐ㇟として，環境放射能Ỉ準ㄪᰝ

を実施した．環境放射能Ỉ準ㄪᰝጤク実施ィ⏬᭩（ᖹᡂ 30 ᖺᗘ）にᇶ࡙き，⾲㸯のとおり空間放射

線量率ㄪᰝ，全ベータ放射能ㄪᰝ及び核種分析ㄪᰝを実施した．また，ᖹᡂ 23 ᖺ 3 ᭶に発⏕した⚟

ᓥ➨୍ཎ子ຊ発電ᡤ஦ᨾ（௨ୗࠕ஦ᨾ とࠖいう．）ᙳ㡪ㄪᰝのためのモニタリングᙉ໬も⥅続実施した．

ㄪᰝ試料の⥲ᩘは 186 であࡗた（⾲ 1）．
その⤖ᯝ，定時㝆Ỉ試料୰の全ベータ放射能及びモニタリングポストによる空間放射線量率にࡘい

てはこれまでの⤖ᯝとࡌྠࡰ࡯放射能（線）レベルであࡗた．モニタリングᙉ໬として実施したࢧー

ベイメータによる空間放射線量率の測定⤖ᯝもྠᵝであࡗた．

核種分析の⤖ᯝを⾲ 2 に示した．㝆ୗ≀，ᅵተ及びᾏ⏘⏕≀（㨶㢮（カレイ））からࢭシウ࣒ 137
が検出されたが，஦ᨾ前の⠊ᅖ内ཪはྠ⛬ᗘであࡗた．㝣Ỉ（⺬ཱྀỈ，ῐỈ），ῐỈ⏘⏕≀（㨶㢮（フ

シウ࣒ࢭ及びᾏᗏᅵから஦ᨾ前の⠊ᅖを㉸える（（エࢨࢧ）㈅㢮）≀⏕⏘ᾏ，（（ࢼ 137 が検出され，ῐ

Ỉ⏘⏕≀（㨶㢮（フࢼ））からはࢭシウ࣒ 134 も検出されたことから，஦ᨾ⏤᮶の放射性ࢭシウ࣒がᙳ

㡪していると⪃えられた．

なお，県内 8 地Ⅼのモニタリングポスト（⾲ 3）における空間放射線量率は，ཎ子ຊつ制ጤဨ఍及

び新潟県の࣍ー࣒ページ上においてリアルタイ࣒でබ㛤されている．

  
⾲ 1 ㄪᰝ試料ᩘ内ヂ

ㄪ ᰝ 項 ┠ ㄪᰝ試料ᩘ

空間放射線量率ㄪᰝ モニタリングポストによる空間放射線量率の測定 㐃続測定

全ベータ放射能ㄪᰝ 定時㝆Ỉの全ベータ放射能ㄪᰝ 131 

核種分析ㄪᰝ ルマニウ࣒࢞ンマ線分光分析装置による測定ࢤ 30 

モニタリングᙉ໬ ーベイメータによる空間放射線量率の測定ࢧ 12 

ルマニウ࣒࢞ンマ線分光分析装置ࢤ

による測定 ὀ）

㝆ୗ≀（᭶間㝆ୗ≀）   12

上Ỉ（⺬ཱྀỈ） 1

ㄪ ᰝ 試 料 ᩘ ྜ ィ 186  

   

ὀ）モニタリングᙉ໬における㝆ୗ≀（᭶間㝆ୗ≀）及び上Ỉ（⺬ཱྀỈ）は，核種分析ㄪᰝと重」している．
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ㄪᰝ試料の⥲ᩘは 186 であࡗた（⾲ 1）．
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Ỉ⏘⏕≀（㨶㢮（フࢼ））からはࢭシウ࣒ 134 も検出されたことから，஦ᨾ⏤᮶の放射性ࢭシウ࣒がᙳ

㡪していると⪃えられた．

なお，県内 8 地Ⅼのモニタリングポスト（⾲ 3）における空間放射線量率は，ཎ子ຊつ制ጤဨ఍及

び新潟県の࣍ー࣒ページ上においてリアルタイ࣒でබ㛤されている．
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表  ストタ⨨地点୍ぴ࣏ࢢリࣥࢱࢽࣔ 3

タ⨨᪋タྡ ఫᡤ ⟶⌮ྡ⛠ ⦋度，⤒度

ᮧୖ地域᣺⯆ᒁ ᮧୖ市⏣➃⏫ 6-25 ᮧୖᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

新Ⓨ⏣地域᣺⯆ᒁ 新Ⓨ⏣市㇏⏫ 3-3-2 新Ⓨ⏣ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ新潟分ᐊ 新潟市す༊᭮࿴ 314-1 新潟ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

新潟地域᣺⯆ᒁὠ川ᗇ⯋ ᮾⵦ原㒆阿賀⏫ὠ川 1861-1 阿賀ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

㛗ᒸ地域᣺⯆ᒁ 㛗ᒸ市沖⏣ 2-173-2 㛗ᒸᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

༡㨶἟地域᣺⯆ᒁ೺ᗣ⚟♴ಖ೺㒊 ༡㨶἟市භ日⏫ ����� ༡㨶἟ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

ୖ㉺地域᣺⯆ᒁ೺ᗣ⚟♴⎔ቃ㒊 ୖ㉺市᫓日ᒣ⏫ 3-8-34 ୖ㉺ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

⣒㨶川地域᣺⯆ᒁ ⣒㨶川市༡ᢲୖ 1-15-1 ⣒㨶川ᒁ 1�����ƍ��Ǝ，(������ƍ��Ǝ�

２・㸱 ┴ෆ඲ᇦࢻࣥ࢘ࣛࢢࢡࢵࣂㄪᰝ 

 県ෆの生ά⎔ቃにࡿࡅ࠾平常時の≧ែをᢕᥱすࡿたࡵに，県ෆ全域を対象にࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストに

 ．たࡗ⾜間ᨺᑕ⥺㔞率の測定及び⎔ቃ試料中のᨺᑕ⬟測定を✵ࡿࡼ

㸯 ✵間ᨺᑕ⥺㔞率 

 ア ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（県タ⨨） 

   県がタ⨨したࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 17 ᒁに࠾いて NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡾࡼ㐃⥆測

定を⾜ࡗた．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値は 27～�� nGy/h，年間の᭱㧗値は 71～��� nGy/h で

．たࡗ࠶

スト（県タ⨨）࣏ࢢリࣥࢱࢽᦙᆺࣔྍ ࢖ 

   県がタ⨨したྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト6ᒁに࠾いてNaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡾࡼ㐃

⥆測定を⾜ࡗた．その結果，ྛ 地点の年間平ᆒ値は 54～���Q*\�K，年間の᭱㧗値は 87～����Q*\�K
でࡗ࠶た．

 ウ ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（ᅜタ⨨） 

   ᅜがタ⨨し，県が調査（⎔ቃᨺᑕ⬟水‽調査）をཷクしたࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 8 ᒁに࠾いて

NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡾࡼ㐃⥆測定を⾜ࡗた．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値は 44
～���Q*\�K，年間の᭱㧗値は 88～����Q*\�K でࡗ࠶た．

 ࢚ ྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（ᅜタ⨨）

   ᅜがタ⨨した �� ᒁのྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストに࠾いて NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡼ

た．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値はࡗ⾜㐃⥆測定をࡾ 28～��� Q*\�K，年間の᭱㧗値は 53～����
nGy/h でࡗ࠶た．

    ͤᅜタ⨨のࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストの測定値にࡘいては，原子力つไጤဨ఍のウェ࢖ࢧࣈト

（https://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/）ࡾࡼධᡭした．

㸰 ⎔ቃ試料中ᨺᑕ⬟の測定

  ᾋ㐟じࢇ（� 地点 �� 試料），㝣水（河川水）（� 地点 � 試料），土壌（� 地点 � 試料）及び海水（�
地点 � 試料），ᘏ࡭ �� 試料をࣝࢤマࢽウ࣒࢞ࣥマ⥺分ග分析⿦⨨にࡾࡼ測定した．  

 ア ᾋ㐟じࢇ

   全 12 試料ࡽ࠿人ᕤᨺᑕᛶ核種は検出ࡗ࠿࡞ࢀࡉた．

㝣水（河川水） ࢖ 

   全 4 試料ࡽ࠿人ᕤᨺᑕᛶ核種は検出ࡗ࠿࡞ࢀࡉた．
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表  ストタ⨨地点୍ぴ࣏ࢢリࣥࢱࢽࣔ 3
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 県ෆの生ά⎔ቃにࡿࡅ࠾平常時の≧ែをᢕᥱすࡿたࡵに，県ෆ全域を対象にࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストに

 ．たࡗ⾜間ᨺᑕ⥺㔞率の測定及び⎔ቃ試料中のᨺᑕ⬟測定を✵ࡿࡼ

㸯 ✵間ᨺᑕ⥺㔞率 

 ア ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（県タ⨨） 

   県がタ⨨したࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 17 ᒁに࠾いて NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡾࡼ㐃⥆測

定を⾜ࡗた．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値は 27～�� nGy/h，年間の᭱㧗値は 71～��� nGy/h で
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⥆測定を⾜ࡗた．その結果，ྛ 地点の年間平ᆒ値は 54～���Q*\�K，年間の᭱㧗値は 87～����Q*\�K
でࡗ࠶た．

 ウ ࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（ᅜタ⨨） 

   ᅜがタ⨨し，県が調査（⎔ቃᨺᑕ⬟水‽調査）をཷクしたࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト 8 ᒁに࠾いて

NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡾࡼ㐃⥆測定を⾜ࡗた．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値は 44
～���Q*\�K，年間の᭱㧗値は 88～����Q*\�K でࡗ࠶た．

 ࢚ ྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢスト（ᅜタ⨨）

   ᅜがタ⨨した �� ᒁのྍᦙᆺࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストに࠾いて NaI(Tl)ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢳࣥࢩ検出器にࡼ

た．その結果，ྛ地点の年間平ᆒ値はࡗ⾜㐃⥆測定をࡾ 28～��� Q*\�K，年間の᭱㧗値は 53～����
nGy/h でࡗ࠶た．

    ͤᅜタ⨨のࣔࢱࢽリ࣏ࣥࢢストの測定値にࡘいては，原子力つไጤဨ఍のウェ࢖ࢧࣈト

（https://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/）ࡾࡼධᡭした．

㸰 ⎔ቃ試料中ᨺᑕ⬟の測定

  ᾋ㐟じࢇ（� 地点 �� 試料），㝣水（河川水）（� 地点 � 試料），土壌（� 地点 � 試料）及び海水（�
地点 � 試料），ᘏ࡭ �� 試料をࣝࢤマࢽウ࣒࢞ࣥマ⥺分ග分析⿦⨨にࡾࡼ測定した．  

 ア ᾋ㐟じࢇ

   全 12 試料ࡽ࠿人ᕤᨺᑕᛶ核種は検出ࡗ࠿࡞ࢀࡉた．

㝣水（河川水） ࢖ 

   全 4 試料ࡽ࠿人ᕤᨺᑕᛶ核種は検出ࡗ࠿࡞ࢀࡉた．

ウ ᅵተ

   全ㄪᰝ地Ⅼ 5 地Ⅼのうࡕ 1 地Ⅼからࢭシウ࣒ 134 が，3 地Ⅼからࢭシウ࣒ 137 が検出され，そ

の⃰ᗘはそれぞれ 1.9 B q /kg ஝，2.2～21 B q /kg ஝であࡗた．

エ ᾏỈ

   全 6 試料のうࡕ 1 試料からࢭシウ࣒ 137 が検出され，その⃰ᗘは 0.0020 B q /L であࡗた．

௨上のㄪᰝ⤖ᯝのヲ⣽は，ࠕᖹᡂ 30 ᖺᗘ県内全ᇦࣂックグラウンドㄪᰝ⤖ᯝࠖとしてබ⾲されて

いる．

㸰࣭㸲 ㄪᰝ◊✲ᴗົ

㸰࣭㸲࣭㸯 ⎔ቃ୰࣒ࣝ࣋ࣞ࢘ࢳࣜࢺㄪᰝ            

トリチウ࣒は天↛⏤᮶の࡯かཎ子ຊ施設からᜏᖖⓗに放出される核種である．ཎ子ຊ発電ᡤ࿘㎶の

┘どㄪᰝでは，大Ẽ୰Ỉ分，㣧料Ỉ，ཎỈ，ἙᕝỈ及びᾏỈ୰のトリチウ࣒を測定しているが，ప⃰

ᗘのため試料を直接測定したሙྜ（௨ୗࠕ直接測定ἲࠖという．）では検出ୗ㝈್(⣙ 0.5 Bq/L)ᮍ‶と

なることがከい．ᮏㄪᰝは，᭶間㞵Ỉ並びに県内全ᇦࣂックグラウンドㄪᰝで᥇ྲྀしたἙᕝỈ及びᾏ

Ỉにࡘいて電ゎ⃰⦰を行い，ᮍ⃰⦰では検出できないప⃰ᗘトリチウ࣒の⃰ᗘを正確にᢕᥱすること

を┠ⓗとしている．

ᖹᡂ 30 ᖺᗘは，᭶間㞵Ỉ 2 地Ⅼ，ᖺ 2 ᅇ᥇ྲྀのἙᕝỈ 2 地Ⅼ及びᾏỈ 7 地Ⅼの試料を電ゎ⃰⦰し，

測定した．その⤖ᯝ，すべての試料で検出ୗ㝈್௨上となり，試料のトリチウ࣒⃰ᗘを確定すること

ができた（⾲ 1，2）．
㞵Ỉのトリチウ࣒⃰ᗘは，2～5 ᭶にかけて┦ᑐⓗに高い್となるᖺ変動を示した．地Ⅼ間のẚ㍑で

は，新潟分ᐊとส⩚ᒁはྠ⛬ᗘであり，ᖺᖹᆒ್はส⩚ᒁが 0.44 Bq/L，新潟分ᐊが 0.44 Bq/L であ

．たࡗ

また，ἙᕝỈは 0.30～0.41 Bq/ L と直接測定ἲの検出ୗ㝈್をୗᅇるレベルであり，ᾏỈは 0.080
～0.30 Bq/ L と㠀ᖖにప⃰ᗘであることがわかࡗた．なお，ᒾ⯪ ，㜿㈡㔝ᕝἙཱྀのᾏỈは，బΏᓥ

࿘㎶の地Ⅼ（両ὠ Ἀ，ᑠᮌ Ἀ，బΏἈす，బΏἈᮾ）より高い್を示したが，この⌮⏤としては，

᥇Ỉ地ⅬがἙཱྀ௜㏆のためᾏỈにἙᕝỈがΰᅾしていたことが⪃えられる．

⾲ 1 㞵Ỉのトリチウ࣒測定（ᖹᡂ 30 ᖺᗘ）      ༢఩㸸 B q /L
᥇ྲྀ地Ⅼ 測定ᩘ 測定್の⠊ᅖ

新潟ᕷす༊（新潟分ᐊ） 12 0.14 ～ 0.9 3
ส⩚ᮧส⩚（ส⩚ᒁ） 12 0.15 ～ 0.9 1
㐣ཤの測定್の⠊ᅖ

（ᖹᡂ 21～29 ᖺᗘ）
0.19  ～ 1.2
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表 2 河川水及び海水のトリࢳウ࣒⃰度

                     単位：Bq/L 

BG 調査採取地点 採取年月日 測定結果 採取年月日 測定結果

Ἑ
ᕝ
Ỉ

✄⏣ᶫ（㛵川） 平成 30.6. 8   0.41 平成 30. 9. 13 0.30 

ጲ川኱ᶫ（ጲ川） 6. 8 0.39 9. 13 0.35 

検出下限値 0.080 ～ 0.082 0.075 ～ 0.078 

海

Ỉ

ᒾ⯪ 沖（県໭海域 No.2） 平成 30. 6. 1 0.16 平成 30. 8. 28 0.17 

阿賀野川河口（新潟海域 No.6） 6. 5 0.30 9. 4 0.13 

ᑎἩ 沖（ᘺᙪ⡿ᒣ地ඛ海域 No.4） 5. 31 0.12 9. 27 0.093 

୧ὠ 沖（୧ὠ  No.2） 5. 31 0.11 9. 28 0.080 

ᑠᮌ 沖（ᑠᮌ  No.2） 5. 30 0.12 9. 3 0.080 

బΏ沖す 6. 4 0.090 9. 3 0.089 

బΏ沖ᮾ 6. 4 0.082 9. 4 0.093 

検出下限値 0.042 ～ 0.047 0.042 ～ 0.045 

注）河川水は，平成 29 年度ࡽ࠿ 5 年間のロ࣮リࣥࢢ調査に変᭦した．

２・㸲・２ ⎔ቃ୰㛗༙ῶᮇ᰾✀のศᕸㄪᰝ 

ᅜෆእにࡿࡅ࠾原子力᪋タ஦ᨾ等にࡿࡼᨺᑕ⬟ᙳ㡪の㎿㏿ࡘ࠿ⓗ☜࡞ᢕᥱ及び⥺㔞ホ౯に㈨すࡿた

平成，ࡵ 18～20 年度に࠾いて ICP-MS ἲを用いて柏崎地域の土壌，海⏘≀等の⎔ቃ試料中のウラࣥ及

びトリウ࣒のࢢࢡࢵࣂラウࣥ⃰ࢻ度調査を⾜ࡗた．

平成 21 年度ࡽ࠿はࣝࣉトࢽウ࣒（239Pu，240Pu）を対象に調査を⾜ࡗていࡿ．┘ど調査でᐇ᪋して

いࡿ α ⥺ス࣌ࢡトロ࣓トリ࣮ἲでは，239Pu と 240Pu の α ⥺࢚ネ࣮ࣝࢠが㏆᥋していࡿたࡵᘚูで࡞ࡁ

いが，ICP-MS ἲでは分㞳定㔞ྍ⬟とࡿ࡞． 240Pu/239Pu 同位体ẚはⓎ生㉳※にࡗࡼて኱ࡃࡁ値が␗࡞

．ࡿࢀࡉとがᮇᚅࡇࡿࢀࡽ᝟ሗがᚓࡿが࡞ࡘⓎ生㉳※の≉定に，ࡽ࠿とࡇࡿ

平成 24～27 年度は土壌，海底土，ᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮），ᣦᶆ生≀（ᯇⴥ）試料にࡘいて α ⥺

ス࣌ࢡトロ࣓トリ࣮及び ICP-MS にࣝࣉࡿࡼトࢽウ࣒の測定を⾜い，ࣝࣉトࢽウ࣒の同位体ẚを用い

た㉳※の᥎定ࡸ 137Cs，90Sr とのẚ㍑を⾜ࡗた．平成 28 年度及び平成 29 年度は海水の Pu，Cs，Sr の
㏲ḟ分析ἲにࡘいて検ウを⾜ࡗた．ࡇの㝿ᚓࢀࡽた海水分析のᢏ⾡を生࠿し，平成 30 年度は海水の

90Sr にࡘいてᅜ㝿原子力ᶵ㛵(IAEA)の⢭度⟶⌮にึࡵてཧຍし，Ⰻዲ࡞ホ౯をᚓࡇࡿとがでࡁた．

２・㸲・㸱 ᒣ⳯୰のᨺᑕᛶ࣒⃰࢘ࢩࢭᗘㄪᰝ 

 新潟県では⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾのᙳ㡪をᢕᥱすࡿたࡵ，㎰␆水⏘≀のᨺᑕ⬟⃰度の測定をẖ

年⥅⥆していࡿ．その中で，᫓のᒣ⳯でࢩࢥࡿ࠶アࣈラのᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒（134Cs + 137Cs）⃰度が㧗い

ഴྥにࡾ࠶，୍㒊地域に࠾いて食ရ⾨生ἲで定ࡿࡵ食ရ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒のᇶ‽値（100 Bq/kg 生）

を㉸㐣すࡿ౛がぢࡇࡿࢀࡽとがࡗ࠿ࢃた 1)．

平成，ࡵたࡿᙜᡤではそのヲ⣽及び⤒年変化をᢕᥱす，ࡅをཷࢀࡇ  28 年度ࡽ࠿中㨶἟㒆ὠ༡⏫ෆの

3 地点（そࢀࡒࢀを A，B，C と表す．）に࠾いて⮬生すࢩࢥࡿアࣈラ及びその࿘㎶土壌を採取し，ᨺ

ᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度の測定を⾜ࡗていࡿ．平成 30 年度の測定結果を表 1 及び 2 に示す．ࡲた，ࢩࢥアࣈ
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表 2 河川水及び海水のトリࢳウ࣒⃰度

                     単位：Bq/L 

BG 調査採取地点 採取年月日 測定結果 採取年月日 測定結果

Ἑ
ᕝ
Ỉ

✄⏣ᶫ（㛵川） 平成 30.6. 8   0.41 平成 30. 9. 13 0.30 

ጲ川኱ᶫ（ጲ川） 6. 8 0.39 9. 13 0.35 

検出下限値 0.080 ～ 0.082 0.075 ～ 0.078 

海

Ỉ

ᒾ⯪ 沖（県໭海域 No.2） 平成 30. 6. 1 0.16 平成 30. 8. 28 0.17 

阿賀野川河口（新潟海域 No.6） 6. 5 0.30 9. 4 0.13 

ᑎἩ 沖（ᘺᙪ⡿ᒣ地ඛ海域 No.4） 5. 31 0.12 9. 27 0.093 

୧ὠ 沖（୧ὠ  No.2） 5. 31 0.11 9. 28 0.080 

ᑠᮌ 沖（ᑠᮌ  No.2） 5. 30 0.12 9. 3 0.080 

బΏ沖す 6. 4 0.090 9. 3 0.089 

బΏ沖ᮾ 6. 4 0.082 9. 4 0.093 

検出下限値 0.042 ～ 0.047 0.042 ～ 0.045 

注）河川水は，平成 29 年度ࡽ࠿ 5 年間のロ࣮リࣥࢢ調査に変᭦した．

２・㸲・２ ⎔ቃ୰㛗༙ῶᮇ᰾✀のศᕸㄪᰝ 

ᅜෆእにࡿࡅ࠾原子力᪋タ஦ᨾ等にࡿࡼᨺᑕ⬟ᙳ㡪の㎿㏿ࡘ࠿ⓗ☜࡞ᢕᥱ及び⥺㔞ホ౯に㈨すࡿた

平成，ࡵ 18～20 年度に࠾いて ICP-MS ἲを用いて柏崎地域の土壌，海⏘≀等の⎔ቃ試料中のウラࣥ及

びトリウ࣒のࢢࢡࢵࣂラウࣥ⃰ࢻ度調査を⾜ࡗた．

平成 21 年度ࡽ࠿はࣝࣉトࢽウ࣒（239Pu，240Pu）を対象に調査を⾜ࡗていࡿ．┘ど調査でᐇ᪋して

いࡿ α ⥺ス࣌ࢡトロ࣓トリ࣮ἲでは，239Pu と 240Pu の α ⥺࢚ネ࣮ࣝࢠが㏆᥋していࡿたࡵᘚูで࡞ࡁ

いが，ICP-MS ἲでは分㞳定㔞ྍ⬟とࡿ࡞． 240Pu/239Pu 同位体ẚはⓎ生㉳※にࡗࡼて኱ࡃࡁ値が␗࡞

．ࡿࢀࡉとがᮇᚅࡇࡿࢀࡽ᝟ሗがᚓࡿが࡞ࡘⓎ生㉳※の≉定に，ࡽ࠿とࡇࡿ

平成 24～27 年度は土壌，海底土，ᣦᶆ生≀（࣍ࣥ࣡ࢲラ㢮），ᣦᶆ生≀（ᯇⴥ）試料にࡘいて α ⥺

ス࣌ࢡトロ࣓トリ࣮及び ICP-MS にࣝࣉࡿࡼトࢽウ࣒の測定を⾜い，ࣝࣉトࢽウ࣒の同位体ẚを用い

た㉳※の᥎定ࡸ 137Cs，90Sr とのẚ㍑を⾜ࡗた．平成 28 年度及び平成 29 年度は海水の Pu，Cs，Sr の
㏲ḟ分析ἲにࡘいて検ウを⾜ࡗた．ࡇの㝿ᚓࢀࡽた海水分析のᢏ⾡を生࠿し，平成 30 年度は海水の

90Sr にࡘいてᅜ㝿原子力ᶵ㛵(IAEA)の⢭度⟶⌮にึࡵてཧຍし，Ⰻዲ࡞ホ౯をᚓࡇࡿとがでࡁた．

２・㸲・㸱 ᒣ⳯୰のᨺᑕᛶ࣒⃰࢘ࢩࢭᗘㄪᰝ 

 新潟県では⚟ᓥ➨୍原子力Ⓨ㟁ᡤ஦ᨾのᙳ㡪をᢕᥱすࡿたࡵ，㎰␆水⏘≀のᨺᑕ⬟⃰度の測定をẖ

年⥅⥆していࡿ．その中で，᫓のᒣ⳯でࢩࢥࡿ࠶アࣈラのᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒（134Cs + 137Cs）⃰度が㧗い

ഴྥにࡾ࠶，୍㒊地域に࠾いて食ရ⾨生ἲで定ࡿࡵ食ရ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒のᇶ‽値（100 Bq/kg 生）

を㉸㐣すࡿ౛がぢࡇࡿࢀࡽとがࡗ࠿ࢃた 1)．

平成，ࡵたࡿᙜᡤではそのヲ⣽及び⤒年変化をᢕᥱす，ࡅをཷࢀࡇ  28 年度ࡽ࠿中㨶἟㒆ὠ༡⏫ෆの

3 地点（そࢀࡒࢀを A，B，C と表す．）に࠾いて⮬生すࢩࢥࡿアࣈラ及びその࿘㎶土壌を採取し，ᨺ

ᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度の測定を⾜ࡗていࡿ．平成 30 年度の測定結果を表 1 及び 2 に示す．ࡲた，ࢩࢥアࣈ

ラ中の放射ᛶࢭシウ࣒⃰ᗘの⤒年ኚ化を下図に示す．

表 1 ラ（ⴥ） 定⤖ᯝ（᥇ྲྀ日ࣈシアࢥ ᖹᡂ 30 年 5 月 15 日）

ὀ 1) U-8 ᐜჾにワめ，20,000 ⛊ 定．

ὀ 2) ᳨出下㝈್ᮍ‶の場合は，「㸺᳨出下㝈್」と示した．

表 2 ࿘㎶ᅵተ 定⤖ᯝ（᥇ྲྀ日 ᖹᡂ 30 年 5 月 15 日）

ὀ 1) ஝⇱ᅵተを 2mm の⠠にかけた後，U-8 ᐜჾにワめ，20,000 ⛊ 定．

ὀ 2) ᳨出下㝈್ᮍ‶の場合は，「㸺᳨出下㝈್」と示した．

Cs-134 Cs-137 Be-7 K-40

No.1 < 1年   8.7      < 9.8 75   140
No.2 < 1年   5.3 < 14 83 < 150
No.3 < 1年 10.3      < 8.1 75   < 91
No.4 < 1年 12.7        9.0 94   120
No.5 < 1年   8.9      < 8.8 82   130
No.1 < 1年   4.1 < 16 30 < 210
No.2 < 1年   6.4 < 12 46   160
No.3   2年 12.0      < 7.3 44   150
No.4 < 1年   9.4      < 7.9 33   110
No.5 < 1年   9.6      < 7.6 38   130
No.1   2年 10.5      < 7.5 69   170
No.2   2年 10.1      < 7.3 55   180
No.3   2年   6.4 < 10 55   200

C

᥇ྲྀᆅ点
ᶞ㱋

（᥎定）
᥇ྲྀ㔞
（g⏕）

Ge 定⤖ᯝὀ1)，2）

（Bq / kg⏕）

A

B

Cs-134 Cs-137 Be-7 K-40

ሁ✚物         1332    < 8.7   87   370 < 110
 0㹼 5cm  114 55 550 < 100   < 71
 5㹼15cm  640    < 3.1   43   < 37   140
15㹼20cm  538    < 2.6   20   < 31   180
ሁ✚物         1390    < 7.4   51   600 < 110

 0㹼 5cm  274 19 220   < 79   130
 5㹼15cm  836      4.2   89   < 39   210
15㹼20cm  698      2.5   36   < 29   240
ሁ✚物  418    < 7.7   40   330   < 97

 0㹼 5cm  101 15 150   < 69   110
 5㹼15cm  732    < 3.0   70   < 36   230
15㹼20cm  507    < 3.0   45   < 29   190

C

᥇ྲྀᆅ点 採取深さ
᥇ྲྀ㔞
（g⏕）

Ge 定⤖ᯝὀ1)，2）

（Bq / kg஝ᅵ）

A

B
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図 ࢩࢥアࣈラ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度の⤒年変化

注 1) 検出下限値未満は 0としてᢅい，134Cs及び 137Csのࡽࡕ࡝も検出下限値未満でࡗ࠶たものは表示してい࡞い．

注 2) 点⥺は食ရ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度のᇶ‽値（100 Bq/kg 生）を示す．

1) 新潟県：ᒣ⳯・ࡁのࡇのᨺᑕᛶ≀㉁の検査結果にࡘいて, 
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/syokuhin/1335474038041.html （2019 年 9 月 18 日㜀ぴ）

２・５ その他業務

２・５・１ RI 教育訓練

 ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ新潟分ᐊ，ಖ೺体⫱課及びᩍ⫱ᗇᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭの⫋ဨを対象として，ᨺᑕᛶ同

位ඖ⣲の౑用及び⟶⌮༊域の❧ࡕධࡾ等に㛵すࡿᩍ⫱カ⦎を⾜ࡗた．

㸯 ᐇ᪋年月日：平成 30 年 4 月 24 日

㸰 ㅮ   ᖌ：ᅄᰡᏹᇶ（ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ新潟分ᐊ）

㸱 ෆ   容：ᨺᑕ⥺の人体に୚ࡿ࠼ᙳ㡪，ᨺᑕ⥺㞀ᐖ㜵Ṇἲ㛵ಀἲ௧，ᨺᑕ⥺㞀ᐖண㜵つ程

及びᨺᑕᛶ同位ඖ⣲等の安全取ᢅい

２・５・２ 柏崎刈羽原子力発電所データ状況確認 

 ᮏᴗົは，ࠕᮾி㟁力ᰴ式఍♫柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶地域の安全☜ಖに㛵すࡿ༠定᭩ ➨ࠖ 6 ᮲に

ᇶ࡙いて，柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ（௨下ࠕⓎ㟁ᡤࠖとい࠺．）がᐇ᪋していࡿ⎔ቃᨺᑕ⥺の測定に㛵す

トを㏻してࢵネ࣮ࢱࣥ࢖及び࣒ࢸスࢩࢱ࣮࣓ࣞࢸ⥺ቃᨺᑕ⎔，ࡅ新潟県がఏ㏦をཷ，ࡕ࠺のࢱ࣮ࢹࡿ

常時බ㛤していࢱ࣮ࢹࡿのಙ頼ᛶを☜ಖすࡿたࡵに，同➨ 11 ᮲にᇶ࡙ࡁᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ⫋ဨが⌧

地に出ྥࡁ，බ㛤ࢱ࣮ࢹと⌧地グ㘓との↷ྜを⾜࠺ものでࡿ࠶．

 調査は，ᨺ水口（໭）6 ྕᶵᨺ水口を㝖ྛࡃ調査地点にࡘいてそࢀࡒࢀ 1 ᅇ௨ୖᐇ᪋した．調査対

1
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ᨺ

ᑕ
ᛶ

ࢭ
ࢩ

ウ
࣒

⃰
度

(B
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生

)
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図 ࢩࢥアࣈラ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度の⤒年変化

注 1) 検出下限値未満は 0としてᢅい，134Cs及び 137Csのࡽࡕ࡝も検出下限値未満でࡗ࠶たものは表示してい࡞い．

注 2) 点⥺は食ရ中のᨺᑕᛶࢩࢭウ࣒⃰度のᇶ‽値（100 Bq/kg 生）を示す．

1) 新潟県：ᒣ⳯・ࡁのࡇのᨺᑕᛶ≀㉁の検査結果にࡘいて, 
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/syokuhin/1335474038041.html （2019 年 9 月 18 日㜀ぴ）

２・５ その他業務

２・５・１ RI 教育訓練

 ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ新潟分ᐊ，ಖ೺体⫱課及びᩍ⫱ᗇᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭの⫋ဨを対象として，ᨺᑕᛶ同

位ඖ⣲の౑用及び⟶⌮༊域の❧ࡕධࡾ等に㛵すࡿᩍ⫱カ⦎を⾜ࡗた．

㸯 ᐇ᪋年月日：平成 30 年 4 月 24 日

㸰 ㅮ   ᖌ：ᅄᰡᏹᇶ（ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ新潟分ᐊ）

㸱 ෆ   容：ᨺᑕ⥺の人体に୚ࡿ࠼ᙳ㡪，ᨺᑕ⥺㞀ᐖ㜵Ṇἲ㛵ಀἲ௧，ᨺᑕ⥺㞀ᐖண㜵つ程

及びᨺᑕᛶ同位ඖ⣲等の安全取ᢅい

２・５・２ 柏崎刈羽原子力発電所データ状況確認 

 ᮏᴗົは，ࠕᮾி㟁力ᰴ式఍♫柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ࿘㎶地域の安全☜ಖに㛵すࡿ༠定᭩ ➨ࠖ 6 ᮲に

ᇶ࡙いて，柏崎ส⩚原子力Ⓨ㟁ᡤ（௨下ࠕⓎ㟁ᡤࠖとい࠺．）がᐇ᪋していࡿ⎔ቃᨺᑕ⥺の測定に㛵す

トを㏻してࢵネ࣮ࢱࣥ࢖及び࣒ࢸスࢩࢱ࣮࣓ࣞࢸ⥺ቃᨺᑕ⎔，ࡅ新潟県がఏ㏦をཷ，ࡕ࠺のࢱ࣮ࢹࡿ

常時බ㛤していࢱ࣮ࢹࡿのಙ頼ᛶを☜ಖすࡿたࡵに，同➨ 11 ᮲にᇶ࡙ࡁᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭ⫋ဨが⌧

地に出ྥࡁ，බ㛤ࢱ࣮ࢹと⌧地グ㘓との↷ྜを⾜࠺ものでࡿ࠶．

 調査は，ᨺ水口（໭）6 ྕᶵᨺ水口を㝖ྛࡃ調査地点にࡘいてそࢀࡒࢀ 1 ᅇ௨ୖᐇ᪋した．調査対
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㇟機器࣭地Ⅼはୗ⾲のとおりであり，毎ᅇこの୰から௵ពにㄪᰝデータをᢳ出し，測定データが正し

．ఏ㏦されていることを確ㄆしたࡃ

⾲ ᯽ᓮส⩚ཎ子ຊ発電ᡤデータ状況確ㄆにおけるㄪᰝᑐ㇟

ㄪᰝᑐ㇟機器 ㄪᰝ地Ⅼ ㄪᰝデータ

モニタリングポスト MP -1～MP -9
空間放射線量率

（nGy / h）

ᾏỈ放射能モニタ
放Ỉཱྀ（༡）1 ྕ機～4 ྕ機放Ỉཱྀ

放Ỉཱྀ（໭）5 ྕ機～7 ྕ機放Ỉཱྀ

ᾏỈ放射能モニタᣦ示್

（cpm）

᤼Ẽ⟄モニタ 1 ྕ機～7 ྕ機᤼Ẽ⟄
᤼Ẽ⟄モニタᣦ示್

（cps）

なお，ᮏ業ົは，発電ᡤ 1 ྕ機及び 4 ྕ機の᚟Ỉ器出ཱྀにおけるᾏỈ ᗘのデータᨵࢇࡊ᱌௳（ᖹ

ᡂ 18 ᖺ 11 ᭶බ⾲）1)をཷけて，ᖹᡂ 20 ᖺ 8 ᭶から᭶ 1 ᅇの㢖ᗘで実施しているものである．

1) ᮾி電ຊᰴᘧ఍♫，プレスリリース，᯽ᓮส⩚ཎ子ຊ発電ᡤにおけるྲྀ放Ỉ ᗘᕪの⿵正にࡘいて(2006 )．
  http: //w w w .tepco.co.j p/cc/press/06 113001-j .html（2019 ᖺ 9 ᭶ 26 ᪥閲覧）

㸰࣭㸳࣭㸱 ⚟ᓥ第୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ஦ᨾ࡟క࠺ᨺᑕ⬟ㄪᰝ

ᖹᡂ 23 ᖺ 3 ᭶に発⏕した⚟ᓥ➨୍ཎ子ຊ発電ᡤの஦ᨾにより，大量のேᕤ放射性≀㉁が環境୰に放

出された．これらの放射性≀㉁による新潟県へのᙳ㡪をㄪᰝするため，ᖹᡂ 29 ᖺᗘにᘬき続き放射能

ㄪᰝを実施した．

県のྛᢸᙜ部ᒁの౫㢗をཷけ，ࢤルマニウ࣒࢞ンマ線分光分析装置による定時㝆ୗ≀，上Ỉ，᪥ᖖ

㣗，及びᾏỈ࣭ᾏᗏᅵの放射性核種の測定を行ࡗた．⾲୰には，ᖹᡂ 30 ᖺᗘに᥇ྲྀした試料の分析⤖

ᯝにࡘいてグ載した．

⾲ 1 上Ỉ及び定時㝆ୗ≀（県ཎ子ຊᏳ全ᑐ⟇ㄢ౫㢗）の核種分析⤖ᯝ

ὀ） 1 * は検出ୗ㝈್ᮍ‶を示す．検出ୗ㝈್は，上Ỉにࡘいてはᴫࡡ 0.6 B q/ L，定時㝆ୗ≀にࡘいては 5 B q/ m2(㝆
Ỉ無)，50~ 150 B q/ m2(㝆Ỉ有)⛬ᗘ．

2 試料は放射線┘どࢭンター新潟分ᐊにおいて᥇ྲྀした．

3 上Ỉは 2 L マリネリ容器に඘ሸし，1, 200 ⛊測定した．

4 定時㝆ୗ≀は U-8 容器に඘ሸし，3, 600 ⛊測定した．

5 上Ỉは᭶に୍ᗘ᥇ྲྀした．

試料名 検 体 ᩘ
測定⤖ᯝ

134Cs 137Cs

上Ỉ (B q / L) 12 * *

定時㝆ୗ≀(B q /m2) 239 * *
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表 2 日常食（県原子力安全対策課依頼）の核種分析結果（平成 30 年度調査分）

採取地点 検体数
測定結果（単位：Bq/人･日）

134Cs 137Cs 

柏崎市（5 軒分） 4  *  0.018 ～ 0.034 

新潟市（5 軒分） 4  *  0.014 ～ 0.024 
注) 1  *は検出下限値未満を示す．検出下限値は概ね 0.02 Bq/人・日程度（灰化試料 80,000 秒測定）．

2  1 日分の朝・昼・夜の 3 食及び間食等，調査対象者が飲食したものと同じものを陰膳方式で採取し，灰化

後，測定した．

3  平成 30 年度は柏崎市及び新潟市で 5,8,11,2 月に採取した．

表 3  主要河川河口域海底土（県原子力安全対策課依頼）の核種分析結果

注） 1 *は検出下限値未満を示す．検出下限値は概ね 2 Bq/kg 乾．

2 土壌試料は生試料をラストロウェア容器（0.7 L）に充填し，3,600 秒測定した．その後，水分率を

用いて乾土換算とした．  

表 4  主要河川河口域海水（県原子力安全対策課依頼）の核種分析結果

注） 1 *は検出下限値未満を示す．検出下限値は概ね 0.1 Bq/L 程度．

2 生試料をマリネリ容器（2 L）に充填し，20,000 秒測定した．
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図  日常食中 137Cs の時系列変化
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㜿㈡㔝ᕝἙཱྀἈࢆ୰ᚰ࡜した᪂₲┴ἢᓊᇦにおける

ᾏᗏ土୰の放射性セシウム濃度ࡑ࡜の経年変化

ᅄᰡ ᏹᇶ㸪Ọ⏣ ඃኴ㸪㕥ᮌ ㈗༤㸪ㄶゼ ᡂ㞝

Research of Radioactive Cesium Distribution and its Temporal Changes in the 
Coastal Area of Niigata Prefecture, Mainly off the Agano River Estuary 

Hiroki Yotsuyanagi㸪Yuta Nagata㸪Takahiro Suzuki and Shigeo Suwa 

Keywords: ᾏᗏ土㸪放射性セシウム㸪㜿㈡㔝ᕝ㸪⚟ᓥ➨୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ஦ᨾ

 ࡟ ࡵ ࡌ ࡣ 1

᪂₲┴では㸪⚟ᓥ➨୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ㸦௨下1ࠕFࠖ࠺࠸࡜．㸧஦ᨾのᙳ㡪ࢆᢕᥱࡍるたࡵ㸪㣗ရࡸ⎔

ቃヨᩱ࡝࡞ከᒱにࢃたるヨᩱに࡚࠸ࡘ放射⬟ㄪᰝࢆᐇ᪋し࡚きた．ࡲた㸪2011 年 7 ᭶ᮎにⓎ⏕した᪂

₲࣭⚟ᓥ㇦㞵ࢆዎᶵに㸪㜿㈡㔝ᕝୖὶᇦࡽ࠿の◁Ἶ➼ὶධにࡼる下ὶᇦ࡬の放射性セシウム

(134Cs+137Cs)の⛣⾜≧ἣࢆᢕᥱࡍるたࡵ㸪ྠἙᕝἈ合ᾏᗏ土の放射⬟濃度ࢆ 定し࡚きた．

㇦㞵┤ᚋの 2011 年 8 ᭶のㄪᰝでは㸪㜿㈡㔝ᕝἙཱྀἈのᾏᗏ土の放射性セシウム(134Cs+137Cs)濃度は

9.4㹼340 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た お㸪ྠ࡞．(1,2 ᾏᇦで᥇ྲྀしたᾏ水ࡸᗏ⏕⏕≀は検出下限値未満でࡗ࠶た．

た㸪2013ࡲ 年 1 ᭶ࡲでのㄪᰝ⤖ᯝሗ࿌では㸪᭱኱値ࢆ示ࡍᆅⅬࡀ㜿㈡㔝ᕝἈの水深 20㹼40 m ࡽ࠿

水深 60 m 㸪水深ࡸ࡜ࡇした⾜⛣࡬ 80 m ௨深では放射性セシウム濃度の᭷ព࡞ቑຍはࡗ࠿࡞たࢆ࡜ࡇ

ሗ࿌した 2,3)．ຍ࡚࠼㸪㜿㈡㔝ᕝἈᾏᗏ土の⢏度ูの放射性セシウム濃度ࢆㄪᰝし㸪⢏ᚄ 250 µm ௨下

の⢏度の⣽࠸࠿⢏Ꮚで┦ᑐⓗに放射性セシウム濃度ࡀ㧗࡞ࡃるࢆ࡜ࡇሗ࿌した 2,3)．

᪂₲┴ではࡑのᚋࡶㄪᰝࢆ⥅⥆し㸪ᾏᗏ土における放射性セシウムのศᕸ≧ἣࢆᗈ⠊ᅖにᢕᥱࡍる

たࡵ㸪2012 年 10 ᭶௨㝆ࡽ࠿は┴໭ࢆὶࢀるⲨᕝのἙཱྀἈࡸಙ濃ᕝのศ水㊰で࠶る኱Ἑὠศ水のἙཱྀ

Ἀ࡝࡞のᾏᗏ土のㄪᰝࢆ㏣ຍした．

ᮏ✏ではㄪᰝ⠊ᅖのᣑ኱にࡾࡼ᪂たにᚓࢀࡽた 定⤖ᯝࡵྵࢆ㸪2018 年 5 ᭶ㄪᰝࡲでの⤖ᯝに࠸ࡘ

  ．るࡍሗ࿌࡚࠸ࡘの経年変化にࡑࡧ㸪放射性セシウムのศᕸ≧ἣཬࡵ࡜ࡲ࡚

2 ᪉     ἲ 

ヨᩱ᥇ྲྀ㸪๓ฎ⌮ཬࡧ 定は㸪放射⬟ 定ἲシࣜーࢬ 4-6)に‽ᣐした᪉ἲで⾜ࡗた．

2.1 ᥇ྲྀᆅⅬཬࡧ᥇ྲྀ᪉ἲ

 ヨᩱ᥇ྲྀᆅⅬࢆ図㸯に示ࡍ．ἢᓊࡽ࠿Ἀ合にྥ࡚ࡗ࠿水深ࡀ 20 m㸪40 m㸪60 m㸪80 m㸪100 m ࡞࡜

るᆅⅬࢆほ Ⅼ࡜した定線ࢆ 11 ᮏタ定した．ㄪᰝの㛤ጞ᫬ᮇは各ほ Ⅼで㐪࠶ࡀ࠸るࡀ㸪㜿㈡㔝ᕝἈ

(水深 20 m㸪40 m㸪60 m)㸪㛵ᒇศ水Ἀ(水深 40 m)ཬࡧ᪂₲ᮾ Ἀ(水深 40 m)に࡚࠸ࡘは㸪2011 年 8 ᭶

のᚋ㸪2012ࡑ．㛤ጞしたࢆㄪᰝࡽ࠿ 年 5 ᭶ࡽ࠿は㜿㈡㔝ᕝἈの水深 80 m㸪100 m ㏣ຍし㸪ྠ年ࢆ 10
᭶ࡽ࠿は㛵ᒇศ水Ἀཬࡧ᪂₲ᮾ Ἀの඲ほ Ⅼ࡬のᣑ඘࡜㸪ⲨᕝἈཬࡧ኱Ἑὠศ水Ἀの定線でのㄪᰝ

㏣ຍした． 2013ࢆ 年 5 ᭶ࡽ࠿は᪂ᕝἈཬࡧ㉺๓὾Ἀの定線でのㄪᰝࢆ㏣ຍした．2017 年 5 ᭶௨㝆は

㜿㈡㔝ᕝἈ㸪㛵ᒇศ水Ἀཬࡧ᪂₲ᮾ Ἀの定線に࡚࠸ࡘ⥅⥆し࡚ㄪᰝ࠸࡚ࡗ⾜ࢆる．
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ヨᩱ᥇ྲྀは࣭ࢫ࣑ࢫマࣖ࢖ࢱࣥ࢟ࢵᘧ᥇Ἶჾ࠸⏝ࢆ㸪᥇ྲྀ㔞は 1 kg ．した࡜

図 1 ᥇ྲྀᆅⅬ

2.2  定

᥇ྲྀしたᾏᗏ土は水ษࡾᚋにࣛࣟࢺࢫウ࢙࢔ᐜჾ(700 mL)にワ࡚ࡵ 定ヨᩱ࡜し㸪㧗⣧度 Ge ༙ᑟయ

検出ჾ㸦Canberra ♫〇㸧にࡼる Ȗ 線ศගศᯒࡗ⾜ࢆた．検出ჾの┦ᑐຠ⋡は 43%でࡾ࠶㸪 定᫬㛫は

3,600 した㸦134Cs࡜⛊ ཬࡧ 137Cs の検出下限値はࡶ࡜に 1.0㹼1.5 Bq/kg ‵土㸧． 定ᚋのヨᩱは 105 Υ
で 48 ᫬㛫乾⇱ࡏࡉ㸪㔜㔞変化ྵࡽ࠿水⋡ࢆồࡵた． 定値は᥇ྲྀ᪥᫬にῶ⾶⿵ṇし㸪乾⇱㉁㔞࠶たࡾ

の放射⬟濃度に᥮⟬した．

3 ⤖ᯝཬࡧ考ᐹ 

3.1 放射性セシウムの濃度ศᕸのᴫἣ

 各ㄪᰝの 定⤖ᯝࢆ図 2-1㸪2-2㸪2-3 に示ࡍ．ㄪᰝึᮇの 2011 年 8 ᭶㹼2012 年 5 ᭶の放射性セシウ

ムの濃度ศᕸは㜿㈡㔝ᕝἈの水深 20㹼60 m のᆅⅬにお࡚࠸検出下限値未満㹼340 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

2012 年 10 ᭶のㄪᰝ௨㝆では᪂₲ᮾ Ἀの水深 40㹼80 m でᩘࡶ༑ Bq/kg 乾土の値ࡀぢࢀࡽ㸪᭱ ኱値は

水深 60 m で 85 Bq/kg 乾土(2012 年 10 ᭶)でࡗ࠶た．ࡲた㸪ⲨᕝἈ AA の水深 60 m のᆅⅬで᭱኱で 45 

Bq/kg 乾土(2015 年 10 ᭶)ࡀぢࢀࡽた．㜿㈡㔝ᕝἈࡽ࠿㞳ࢀた኱Ἑὠศ水Ἀでࡶศ水㊰のἙཱྀἈに࠶た

る定線 OB でᩘ༑ Bq/kg 乾土㸦᭱኱値は 69 Bq/kg 乾土㸦2013 年 1 ᭶㸧㸧の値ࡀぢࢀࡽたࡀ㸪኱Ἑὠศ

水Ἀ OA は検出下限値未満㹼4.5 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

134Csのศᕸ⠊ᅖࢆぢる࡜㸪኱Ἑὠศ水Ἀの定線OAはㄪᰝᮇ㛫ࢆ㏻࡚ࡌ検出下限値未満でࡗ࠶たࡀ㸪

ののࡶる࠶きはࡘࡽࡤ濃度にࡸの௚の定線では㢖度ࡑ 134Cs お㸪Inoue࡞．たࢀࡉ検出ࡀ ࡽ 7)は㜿㈡㔝

ᕝἈࢆ୰ᚰ࡜した᪂₲┴のἢᓊࡽ࠿Ἀ合に࠿けた 3900 km2 の⠊ᅖにおける 134Cs の⥲⵳✚㔞ࡀ⣙ 0.6 

᪥ᮏ࿘㎶ᾏᗏᆅᙧ図㸦⬟Ⓩ༙ᓥ㸫⏨㮵༙ᓥ㸧 ᫛࿴48年10᭶ ᾏୖಖᏳᗇ水㊰㒊ࢆຍᕤし࡚సᡂ
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ヨᩱ᥇ྲྀは࣭ࢫ࣑ࢫマࣖ࢖ࢱࣥ࢟ࢵᘧ᥇Ἶჾ࠸⏝ࢆ㸪᥇ྲྀ㔞は 1 kg ．した࡜

図 1 ᥇ྲྀᆅⅬ

2.2  定

᥇ྲྀしたᾏᗏ土は水ษࡾᚋにࣛࣟࢺࢫウ࢙࢔ᐜჾ(700 mL)にワ࡚ࡵ 定ヨᩱ࡜し㸪㧗⣧度 Ge ༙ᑟయ

検出ჾ㸦Canberra ♫〇㸧にࡼる Ȗ 線ศගศᯒࡗ⾜ࢆた．検出ჾの┦ᑐຠ⋡は 43%でࡾ࠶㸪 定᫬㛫は

3,600 した㸦134Cs࡜⛊ ཬࡧ 137Cs の検出下限値はࡶ࡜に 1.0㹼1.5 Bq/kg ‵土㸧． 定ᚋのヨᩱは 105 Υ
で 48 ᫬㛫乾⇱ࡏࡉ㸪㔜㔞変化ྵࡽ࠿水⋡ࢆồࡵた． 定値は᥇ྲྀ᪥᫬にῶ⾶⿵ṇし㸪乾⇱㉁㔞࠶たࡾ

の放射⬟濃度に᥮⟬した．

3 ⤖ᯝཬࡧ考ᐹ 

3.1 放射性セシウムの濃度ศᕸのᴫἣ

 各ㄪᰝの 定⤖ᯝࢆ図 2-1㸪2-2㸪2-3 に示ࡍ．ㄪᰝึᮇの 2011 年 8 ᭶㹼2012 年 5 ᭶の放射性セシウ

ムの濃度ศᕸは㜿㈡㔝ᕝἈの水深 20㹼60 m のᆅⅬにお࡚࠸検出下限値未満㹼340 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

2012 年 10 ᭶のㄪᰝ௨㝆では᪂₲ᮾ Ἀの水深 40㹼80 m でᩘࡶ༑ Bq/kg 乾土の値ࡀぢࢀࡽ㸪᭱ ኱値は

水深 60 m で 85 Bq/kg 乾土(2012 年 10 ᭶)でࡗ࠶た．ࡲた㸪ⲨᕝἈ AA の水深 60 m のᆅⅬで᭱኱で 45 

Bq/kg 乾土(2015 年 10 ᭶)ࡀぢࢀࡽた．㜿㈡㔝ᕝἈࡽ࠿㞳ࢀた኱Ἑὠศ水Ἀでࡶศ水㊰のἙཱྀἈに࠶た

る定線 OB でᩘ༑ Bq/kg 乾土㸦᭱኱値は 69 Bq/kg 乾土㸦2013 年 1 ᭶㸧㸧の値ࡀぢࢀࡽたࡀ㸪኱Ἑὠศ

水Ἀ OA は検出下限値未満㹼4.5 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

134Csのศᕸ⠊ᅖࢆぢる࡜㸪኱Ἑὠศ水Ἀの定線OAはㄪᰝᮇ㛫ࢆ㏻࡚ࡌ検出下限値未満でࡗ࠶たࡀ㸪

ののࡶる࠶きはࡘࡽࡤ濃度にࡸの௚の定線では㢖度ࡑ 134Cs お㸪Inoue࡞．たࢀࡉ検出ࡀ ࡽ 7)は㜿㈡㔝

ᕝἈࢆ୰ᚰ࡜した᪂₲┴のἢᓊࡽ࠿Ἀ合に࠿けた 3900 km2 の⠊ᅖにおける 134Cs の⥲⵳✚㔞ࡀ⣙ 0.6 

᪥ᮏ࿘㎶ᾏᗏᆅᙧ図㸦⬟Ⓩ༙ᓥ㸫⏨㮵༙ᓥ㸧 ᫛࿴48年10᭶ ᾏୖಖᏳᗇ水㊰㒊ࢆຍᕤし࡚సᡂ
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TBq㸦1F ஦ᨾ᫬にῶ⾶⿵ṇ㸧࡜᥎定ࢀࡉ㸪1F ࿘㎶のኴ平ὒἢᓊに⵳✚した㔞の 0.3%に┦ᙜࡍる࡜ࡇ

．る࠸ሗ࿌し࡚ࢆ

3.2 放射性セシウム濃度の経年変化のᴫἣ

 各定線におけるᾏᗏ土の放射性セシウム濃度の経年変化ࢆ図 3-1㸪3-2 に示࡞．ࡍお㸪図୰には඲య

のഴྥࢆぢるたࡵ㸪定線࡜ࡈの放射性セシウム濃度の⟬⾡平均値ࡶ示した．

各定線の平均値の経年変化に࡚࠸ࡘは㸪ㄪᰝึᮇに 20㹼ᩘⓒ Bq/kg 乾土の値ࡀぢࢀࡽた定線㸦㜿㈡

㔝ᕝἈ㸪᪂₲ᮾ Ἀ㸪኱Ἑὠศ水Ἀ OB㸧ではῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽた．ࡑの௚定線では㸪 20 Bq/kg 乾土

未満の⠊ᅖでᶓ࠸ࡤཪはῶᑡഴྥでࡗ࠶た．㜿㈡㔝ᕝἈ㸪᪂₲ᮾ Ἀ㸪኱Ἑὠศ水Ἀ OB に࡚࠸ࡘ㸪

平均値のᣦᩘ㏆ఝࡽ࠿ヨ⟬したぢ࠿けの༙ῶᮇは㜿㈡㔝ᕝἈ㸸6.7 年㸪᪂₲ᮾ Ἀ㸸28 年㸪኱Ἑὠศ

水Ἀ OB㸸8.5 年でࡗ࠶た．

 ほ Ⅼ࡜ࡈにぢた場合に≉➹࡭ࡍきは㸪㜿㈡㔝ᕝἈ水深 80 m での放射性セシウム濃度のୖ᪼ഴྥ

で࠶る．2014 年 10 ᭶ㄪᰝ௨㝆に経年ⓗにୖ᪼ഴྥࡀぢࢀࡽ㸪2018 年 5 ᭶のㄪᰝでは㜿㈡㔝ᕝἈ定線

୰での᭱኱値ࡗ࡞࡜た．

3.3 㜿㈡㔝ᕝἈࢆ୰ᚰ࡜した放射性セシウムの濃度ศᕸ࡜経年変化

 㜿㈡㔝ᕝἈࢆ୰ᚰに放射性セシウムのศᕸ࡜濃度の経年変化ࢆぢる࡜㸪᪂₲࣭⚟ᓥ㇦㞵ᚋの 2011

年 8 ᭶ࡽ࠿ 2012 年 5 ᭶ࡲでのㄪᰝでは㸪ᩘ ⓒ Bq/kg 乾土ࢆ示したのは㜿㈡㔝ᕝἈのࡳでࡗ࠶た．ࡇの

㝿㸪᪤ሗ 2)の࡜おࡾ水深 20 m 水深ࡽ࠿ 60 m る⤖ᯝࢀࡽ࠼⪄࡜したື⛣ࡀ⵳✚した放射性セシウム࡬

お㸪᪤ሗ࡞．たࢀࡽᚓࡀ 3)(2013 年)の᫬Ⅼでは水深 60 m で␃ࡗࡲた࡜ᛮࢀࢃたࡀ㸪ᮏሗ࿌の࡜おࡾ㸪

2018 年 5 ᭶に࠿け࡚水深 80 m での濃度ቑຍࡀぢࢀࡽた．

 ศᕸの変化ࡀぢࢀࡽたのࡀ㸪2012 年 10 ᭶のㄪᰝで࠶る．2012 年 5 ᭶の⤖ᯝ࡜ẚ࡭㸪㜿㈡㔝ᕝἈ水

深 60 m で濃度ῶᑡ(310→67 Bq/kg 乾土)ࡀぢࢀࡽたのにᑐし㸪㜿㈡㔝ᕝἈの໭ᮾに఩⨨ࡍる᪂₲ᮾ 

Ἀでは水深 40 m で濃度ቑຍ(9.5→41 Bq/kg 乾土)ࡀぢࢀࡽ㸪水深 60 m では 85 Bq/kg 乾土ࢆ示した．ࡉ

るⲨᕝἈࡍ⨨に໭ᮾに఩ࡽ AA の水深 60 m でࡶ 22 Bq/kg 乾土ࢆ示した．୍᪉㸪㜿㈡㔝ᕝἈの༡すഃ

に఩⨨ࡍる㛵ᒇศ水Ἀの水深 40 m では࡝ࢇ࡜࡯濃度の変化はࡗ࠿࡞た．  

᪂Ⓨ⏣ᕝࡸ㸪⚟ᓥ₲放水㊰ࡾ࠶ᘧの でࡳ㸪᪂₲ᮾ は᥀㎸࡜るࡍࢆㄝ࡚᫂࠸ࡘで᪂₲ᮾ にࡇࡇ

放水㊰ࡀὶࢀ㎸ࢇで࠸るࡶのの 8)㸪኱き࡞ἙᕝのἙཱྀ では࡚ࡗࡼ．࠸࡞㸪᪂₲ᮾ ἈはἙᕝࡽ࠿の

放射性セシウムのὶධは⪃࠼に࠸ࡃᆅⅬで࠶る．

で㸪1Fࢁࡇ࡜ ἢᓊのᾏᗏ土ㄪᰝのᡂᯝሗ࿌᭩では㸪ἢᓊᇦでは水深 30㹼60 m のᆅⅬでࡶᾏᗏ土は

㟼ⓗ࡞≧ἣに࠶るࢃけではࡃ࡞㸪ྎ㢼ࡸపẼᅽの㏻㐣ཬࡧ෤場のⲨኳ᫬のἼᾉにࡾࡼ෌ᠱ⃮し㸪ᾏὶ

にࡾࡼ⛣ືし࡚࠸るྍ⬟性ࢆ示၀し࡚࠸る 9)．

㜿㈡㔝ᕝἈ合のᾏὶは໭ᮾ᪉ྥཬࡧす᪉ྥの஧᪉ྥ࡬のὶࡀࢀ୺࠸࡚ࡗ࡞࡜る 㸪2012ࡽ࠿࡜ࡇ(10

年 10 ᭶に᪂₲ᮾ Ἀで濃度ቑຍࡀぢࢀࡽたのは㸪㐲ὸの㜿㈡㔝ᕝἈにሁ✚したᾏᗏ土ࡀἼᾉにࡾࡼ෌

ᠱ⃮し㸪ᾏὶにࡾࡼ໭ᮾഃ࡬⛣⾜したྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた．ࡲた㸪๓㏙した᪂₲ᮾ Ἀのぢ࠿けの༙

ῶᮇࡀ㜿㈡㔝ᕝἈ࡜ẚ࡚࡭㛗࠸のは㸪ࡇの⛣⾜にࡼるᙳ㡪ࢀࡽ࠼⪄࡜た．

3.4 ⲨᕝἈの放射性セシウムの濃度ศᕸ࡜経年変化

ⲨᕝのἙཱྀはⲨᕝἈ AB に఩⨨し࡚࠸る．࡚ࡗࡼ㸪ⲨᕝἈ AB のᾏᗏ土はⲨᕝࡽ࠿ὶධした放射性

セシウムのᙳ㡪ཷࡶ᭱ࢆけࢀࡽ࠼⪄࡜࠸ࡍࡸるࡀ㸪ⲨᕝἈ AB の᭱኱値は 2014 年 5 ᭶ㄪᰝの 29 Bq/kg
乾土(水深 40 m)でࡗ࠶た．ࡲた㸪ⲨᕝἈ AB るⲨᕝἈࡍ⨨໭ᮾに఩ࡾࡼ AC の᭱኱値は 2014 年 5 ᭶ㄪ

ᰝの 16 Bq/kg 乾土(水深 80 m)でࡗ࠶た．

୍᪉㸪ⲨᕝἈ AB るⲨᕝἈࡍ⨨༡すに఩ࡾࡼ AA の᭱኱値は 2015 年 10 ᭶ㄪᰝの 45 Bq/kg 乾土(水深
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60 m)でࡗ࠶た．ࡽࡉに㸪図 3-1 の平均値の経年変化ࢆぢ࡚ࡶ㸪ⲨᕝἈ AA の平均値はⲨᕝἈ AB ཬࡧ

AC た．ⲨᕝἈࡗ࠿ከࡀ場合࠸኱きࡶࡾࡼ AA は㸪᪂₲ᮾ Ἀの໭ᮾഃに㞄᥋し࡚おࡾ㸪㜿㈡㔝ᕝἈ

のᾏᗏ土ࡀ໭ᮾ࡬⛣⾜した㝿にはᙳ㡪ࡀཬྍࡪ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた．ࡇの㜿㈡㔝ᕝἈࡽ࠿の⛣⾜ࡀⲨᕝ

Ἀ AB ཬࡧ AC にࡲでཬ࠿ࡔࢇに࡚࠸ࡘは㸪Ⲩᕝࡽ࠿ὶධした放射性セシウムのᙳ㡪࡜༊ูࡀでき࡞

  ．たࡗ࠿࡞はุ᩿できࡽ࠿㸪⤖ᯝࡵた࠸
3.5 ኱Ἑὠศ水Ἀࢆ୰ᚰ࡜した放射性セシウムの濃度ศᕸ࡜経年変化

኱Ἑὠศ水Ἀは㉺ᚋ平㔝ࢆಙ濃ᕝの水ᐖࡽ࠿Ᏺるたࡵのศ水㊰࡜し࡚ᘓタࢀࡉたࡶので 11)㸪᪂₲࣭

⚟ᓥ㇦㞵᫬にはỏ℃༴㝤水఩に㐩ࡍる࡝࡞のᙳ㡪 ࡽたᒣᓮࡗ⾜た．㇦㞵┤ᚋにࡗ࠶ࡀ(12 13)のㄪᰝでは

኱Ἑὠศ水Ἑཱྀ㏆ഐに఩⨨ࡍる㔝✚ᾏᓊἈの水深 30 m のᾏᗏ土ࡽ࠿ 460 Bq/kg 乾土の放射性セシウム

ࡾࡼ㇦㞵にࡀたるಙ濃ᕝのᨭὶの㨶㔝ᕝὶᇦにỿ╔した放射性セシウム࠶㸪ୖὶにࡾお࡚ࢀࡉ検出ࡀ

ὶ出し㸪ሁ✚したྍ⬟性ࡀ㧗࡜࠸⪃ᐹした．ࡑのᚋの㔝✚ᾏᓊἈのㄪᰝでは㸪2014 年 8 ᭶に水深 30 m
にẚ࡭水深 40㹼60 m ᆅⅬの放射性セシウム濃度ࡀ┦ᑐⓗに㧗ࡗ࡞ࡃたࢆ࡜ࡇሗ࿌し࡚࠸る 14)．

ᮏㄪᰝでは 2012 年 10 ᭶ࡽ࠿ㄪᰝࢆ㛤ጞし㸪኱Ἑὠศ水のἙཱྀἈに࠶たる定線 OB㸪OC でᩘ༑ Bq/kg
乾土の値ࡀぢࢀࡽ㸪᭱኱値は 2013 年 1 ᭶ㄪᰝの 69 Bq/kg 乾土㸦水深 40 m㸧でࡗ࠶た．୍᪉㸪定線 OA
では検出下限値未満㹼4.5 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

బΏᾏᓙに࠶たる኱Ἑὠศ水Ἀ௜㏆は໭ᮾ᪉ྥのᾏὶࡀ୺࠸࡚ࡗ࡞࡜る 㸪኱Ἑὠศ水Ἑࡽ࠿࡜ࡇ(10

る定線ࡍ⨨༡すഃに఩ࡾࡼཱྀ OA では᪂₲࣭⚟ᓥ㇦㞵にࡾࡼ኱Ἑὠศ水ࡽ࠿ὶධした放射性セシウム

た㸪ඛに示したᩥ⊩値(460 Bq/kgࡲ．たࢀࡽ࠼⪄࡜たࡗ࠿ࡃሁ✚しにࡀ 乾土)14)࡜ẚ㍑し㸪ᮏㄪᰝの定

線 OB の⤖ᯝࡀపࡗ࠿たせᅉ࡜し࡚㸪᪂₲࣭⚟ᓥ㇦㞵にࡾࡼሁ✚した放射性セシウムࡀᮏㄪᰝ㛤ጞࡲ

でにἼᾉにࡾࡼ෌ᠱ⃮し㸪ᾏὶにࡾࡼ⛣⾜したྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた．し࠿し㸪定線 OB ໭ᮾഃにࡾࡼ

఩⨨ࡍる定線 OC ．たࡗ࠿࡞ࢀࡽ࠼ࡽ࡜には☜᫂ࢆ࡜ࡇ㉳きたࡀ⾜⛣は㸪ࡽ࠿㉺๓὾Ἀの濃度変化ࡸ

 ࡵ  ࡜  ࡲ 4

2011 年 8 ᭶ࡽ࠿ㄪᰝ࠸࡚ࡗ⾜ࢆる㜿㈡㔝ᕝἈࢆ୰ᚰ࡜した᪂₲┴ἢᓊのᾏᗏ土の放射性セシウム濃

度に࡚࠸ࡘ⤖ᯝࡵ࡜ࡲࢆ㸪濃度ศᕸࡑ࡜の経年変化に࡚࠸ࡘ⪃ᐹした．

 Ἑᕝࡽ࠿ὶධした放射性セシウムのᙳ㡪ࡶ᭱ࡀぢࢀࡽたのは㜿㈡㔝ᕝἈのᾏᗏ土で㸪᭱ ኱値は 2011

年 8 ᭶ㄪᰝで 340 Bq/kg 乾土(水深 20 m)でࡗ࠶た．኱Ἑὠศ水のἙཱྀ௜㏆に఩⨨ࡍる኱Ἑὠศ水Ἀ OB

では 2013 年 1 ᭶ㄪᰝで 69 Bq/kg 乾土㸦水深 40 m㸧᭱ࡀ኱値でࡗ࠶た．ⲨᕝのἙཱྀ௜㏆に఩⨨ࡍるⲨ

ᕝἈ AB での᭱኱値は 2014 年 5 ᭶ㄪᰝの 29 Bq/kg 乾土(水深 40 m)でࡗ࠶た．

各定線における放射性セシウム濃度の平均値の経年変化は㸪ㄪᰝึᮇに 20㹼ᩘⓒ Bq/kg 乾土の値ࡀ

ぢࢀࡽた定線㸦㜿㈡㔝ᕝἈ㸪᪂₲ᮾ Ἀ㸪኱Ἑὠศ水Ἀ OB㸧ではῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽた．ࡑの௚定線

では㸪20 Bq/kg 乾土未満の⠊ᅖでᶓ࠸ࡤཪはῶᑡഴྥでࡗ࠶た．

㜿㈡㔝ᕝἈにሁ✚した放射性セシウムࡴྵࢆᾏᗏ土の୍㒊は㸪水深のࡾࡼ深࠸ᡤ࡬⛣⾜し࡚ࡃ࠸経

年変化ࡀぢࢀࡽた．ࡲた㸪㜿㈡㔝ᕝἈࡶࡾࡼ໭ᮾഃに఩⨨ࡍる᪂₲ᮾ Ἀ୍ࡶ࡬㒊ࡀ⛣⾜した࠼⪄࡜

  ．たࢀࡽ
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60 m)でࡗ࠶た．ࡽࡉに㸪図 3-1 の平均値の経年変化ࢆぢ࡚ࡶ㸪ⲨᕝἈ AA の平均値はⲨᕝἈ AB ཬࡧ

AC た．ⲨᕝἈࡗ࠿ከࡀ場合࠸኱きࡶࡾࡼ AA は㸪᪂₲ᮾ Ἀの໭ᮾഃに㞄᥋し࡚おࡾ㸪㜿㈡㔝ᕝἈ

のᾏᗏ土ࡀ໭ᮾ࡬⛣⾜した㝿にはᙳ㡪ࡀཬྍࡪ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた．ࡇの㜿㈡㔝ᕝἈࡽ࠿の⛣⾜ࡀⲨᕝ

Ἀ AB ཬࡧ AC にࡲでཬ࠿ࡔࢇに࡚࠸ࡘは㸪Ⲩᕝࡽ࠿ὶධした放射性セシウムのᙳ㡪࡜༊ูࡀでき࡞

  ．たࡗ࠿࡞はุ᩿できࡽ࠿㸪⤖ᯝࡵた࠸
3.5 ኱Ἑὠศ水Ἀࢆ୰ᚰ࡜した放射性セシウムの濃度ศᕸ࡜経年変化

኱Ἑὠศ水Ἀは㉺ᚋ平㔝ࢆಙ濃ᕝの水ᐖࡽ࠿Ᏺるたࡵのศ水㊰࡜し࡚ᘓタࢀࡉたࡶので 11)㸪᪂₲࣭

⚟ᓥ㇦㞵᫬にはỏ℃༴㝤水఩に㐩ࡍる࡝࡞のᙳ㡪 ࡽたᒣᓮࡗ⾜た．㇦㞵┤ᚋにࡗ࠶ࡀ(12 13)のㄪᰝでは

኱Ἑὠศ水Ἑཱྀ㏆ഐに఩⨨ࡍる㔝✚ᾏᓊἈの水深 30 m のᾏᗏ土ࡽ࠿ 460 Bq/kg 乾土の放射性セシウム

ࡾࡼ㇦㞵にࡀたるಙ濃ᕝのᨭὶの㨶㔝ᕝὶᇦにỿ╔した放射性セシウム࠶㸪ୖὶにࡾお࡚ࢀࡉ検出ࡀ

ὶ出し㸪ሁ✚したྍ⬟性ࡀ㧗࡜࠸⪃ᐹした．ࡑのᚋの㔝✚ᾏᓊἈのㄪᰝでは㸪2014 年 8 ᭶に水深 30 m
にẚ࡭水深 40㹼60 m ᆅⅬの放射性セシウム濃度ࡀ┦ᑐⓗに㧗ࡗ࡞ࡃたࢆ࡜ࡇሗ࿌し࡚࠸る 14)．

ᮏㄪᰝでは 2012 年 10 ᭶ࡽ࠿ㄪᰝࢆ㛤ጞし㸪኱Ἑὠศ水のἙཱྀἈに࠶たる定線 OB㸪OC でᩘ༑ Bq/kg
乾土の値ࡀぢࢀࡽ㸪᭱኱値は 2013 年 1 ᭶ㄪᰝの 69 Bq/kg 乾土㸦水深 40 m㸧でࡗ࠶た．୍᪉㸪定線 OA
では検出下限値未満㹼4.5 Bq/kg 乾土でࡗ࠶た．

బΏᾏᓙに࠶たる኱Ἑὠศ水Ἀ௜㏆は໭ᮾ᪉ྥのᾏὶࡀ୺࠸࡚ࡗ࡞࡜る 㸪኱Ἑὠศ水Ἑࡽ࠿࡜ࡇ(10

る定線ࡍ⨨༡すഃに఩ࡾࡼཱྀ OA では᪂₲࣭⚟ᓥ㇦㞵にࡾࡼ኱Ἑὠศ水ࡽ࠿ὶධした放射性セシウム

た㸪ඛに示したᩥ⊩値(460 Bq/kgࡲ．たࢀࡽ࠼⪄࡜たࡗ࠿ࡃሁ✚しにࡀ 乾土)14)࡜ẚ㍑し㸪ᮏㄪᰝの定

線 OB の⤖ᯝࡀపࡗ࠿たせᅉ࡜し࡚㸪᪂₲࣭⚟ᓥ㇦㞵にࡾࡼሁ✚した放射性セシウムࡀᮏㄪᰝ㛤ጞࡲ

でにἼᾉにࡾࡼ෌ᠱ⃮し㸪ᾏὶにࡾࡼ⛣⾜したྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀた．し࠿し㸪定線 OB ໭ᮾഃにࡾࡼ

఩⨨ࡍる定線 OC ．たࡗ࠿࡞ࢀࡽ࠼ࡽ࡜には☜᫂ࢆ࡜ࡇ㉳きたࡀ⾜⛣は㸪ࡽ࠿㉺๓὾Ἀの濃度変化ࡸ

 ࡵ  ࡜  ࡲ 4

2011 年 8 ᭶ࡽ࠿ㄪᰝ࠸࡚ࡗ⾜ࢆる㜿㈡㔝ᕝἈࢆ୰ᚰ࡜した᪂₲┴ἢᓊのᾏᗏ土の放射性セシウム濃

度に࡚࠸ࡘ⤖ᯝࡵ࡜ࡲࢆ㸪濃度ศᕸࡑ࡜の経年変化に࡚࠸ࡘ⪃ᐹした．

 Ἑᕝࡽ࠿ὶධした放射性セシウムのᙳ㡪ࡶ᭱ࡀぢࢀࡽたのは㜿㈡㔝ᕝἈのᾏᗏ土で㸪᭱ ኱値は 2011

年 8 ᭶ㄪᰝで 340 Bq/kg 乾土(水深 20 m)でࡗ࠶た．኱Ἑὠศ水のἙཱྀ௜㏆に఩⨨ࡍる኱Ἑὠศ水Ἀ OB

では 2013 年 1 ᭶ㄪᰝで 69 Bq/kg 乾土㸦水深 40 m㸧᭱ࡀ኱値でࡗ࠶た．ⲨᕝのἙཱྀ௜㏆に఩⨨ࡍるⲨ

ᕝἈ AB での᭱኱値は 2014 年 5 ᭶ㄪᰝの 29 Bq/kg 乾土(水深 40 m)でࡗ࠶た．

各定線における放射性セシウム濃度の平均値の経年変化は㸪ㄪᰝึᮇに 20㹼ᩘⓒ Bq/kg 乾土の値ࡀ

ぢࢀࡽた定線㸦㜿㈡㔝ᕝἈ㸪᪂₲ᮾ Ἀ㸪኱Ἑὠศ水Ἀ OB㸧ではῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽた．ࡑの௚定線

では㸪20 Bq/kg 乾土未満の⠊ᅖでᶓ࠸ࡤཪはῶᑡഴྥでࡗ࠶た．

㜿㈡㔝ᕝἈにሁ✚した放射性セシウムࡴྵࢆᾏᗏ土の୍㒊は㸪水深のࡾࡼ深࠸ᡤ࡬⛣⾜し࡚ࡃ࠸経

年変化ࡀぢࢀࡽた．ࡲた㸪㜿㈡㔝ᕝἈࡶࡾࡼ໭ᮾഃに఩⨨ࡍる᪂₲ᮾ Ἀ୍ࡶ࡬㒊ࡀ⛣⾜した࠼⪄࡜
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図 2-1 各ㄪᰝにおけるほ Ⅼ࡜ࡈの放射性セシウム濃度
注1) ᩘ値は 134Cs 濃度࡜ 137Cs 濃度࡜の合ィ値ࢆ示ࡍ．

注2) 検出下限値未満の場合は ND ．示⾲࡜

注3) ᩘ値の下線は㸪ᙜヱほ Ⅼで 134Cs ．ࡍ示ࢆ࡜ࡇたࢀࡉ検出ࡀ
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図 2-2 各ㄪᰝにおけるほ Ⅼ࡜ࡈの放射性セシウム濃度
注1) ᩘ値は 134Cs 濃度࡜ 137Cs 濃度࡜の合ィ値ࢆ示ࡍ．

注2) 検出下限値未満の場合は ND ．示⾲࡜

注3) ᩘ値の下線は㸪ᙜヱほ Ⅼで 134Cs ．ࡍ示ࢆ࡜ࡇたࢀࡉ検出ࡀ
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図 3-1 各定線における放射性セシウム濃度の経年変化

注) 検出下限値未満の場合は放射性セシウム濃度 1 Bq/kg 乾土に白抜きマーカーで示した．
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図 3-1 各定線における放射性セシウム濃度の経年変化

注) 検出下限値未満の場合は放射性セシウム濃度 1 Bq/kg 乾土に白抜きマーカーで示した．

1

10

100

1000

20
11

.8
20

11
.1

1
20

12
.3

20
12

.5
20

12
.1

0
20

13
.1

20
13

.5
20

13
.9

20
14

.2
20

14
.5

20
14

.1
0

20
15

.5
20

15
.1

0
20

16
.5

20
16

.1
0

20
17

.5
20

18
.5

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

Bq
/k

g乾
大河津分水沖OA

1

10

100

1000

20
11

.8
20

11
.1

1
20

12
.3

20
12

.5
20

12
.1

0
20

13
.1

20
13

.5
20

13
.9

20
14

.2
20

14
.5

20
14

.1
0

20
15

.5
20

15
.1

0
20

16
.5

20
16

.1
0

20
17

.5
20

18
.5

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

Bq
/k

g 乾

大河津分水沖OB

1

10

100

1000

20
11

.8
20

11
.1

1
20

12
.3

20
12

.5
20

12
.1

0
20

13
.1

20
13

.5
20

13
.9

20
14

.2
20

14
.5

20
14

.1
0

20
15

.5
20

15
.1

0
20

16
.5

20
16

.1
0

20
17

.5
20

18
.5

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

B
q/

kg
乾

大河津分水沖OC

1

10

100

1000

20
11

.8
20

11
.1

1
20

12
.3

20
12

.5
20

12
.1

0
20

13
.1

20
13

.5
20

13
.9

20
14

.2
20

14
.5

20
14

.1
0

20
15

.5
20

15
.1

0
20

16
.5

20
16

.1
0

20
17

.5
20

18
.5

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

Bq
/k

g 乾
越前浜沖

1

10

100

1000

20
11

.8
20

11
.1

1
20

12
.3

20
12

.5
20

12
.1

0
20

13
.1

20
13

.5
20

13
.9

20
14

.2
20

14
.5

20
14

.1
0

20
15

.5
20

15
.1

0
20

16
.5

20
16

.1
0

20
17

.5
20

18
.5

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

Bq
/k

g 乾

新川沖

水深20ｍ 水深40ｍ
水深60ｍ 水深80ｍ
水深100ｍ 平均値

水深20ｍ 水深40ｍ
水深60ｍ 水深80ｍ
水深100ｍ 平均値

水深20ｍ 水深40ｍ
水深60ｍ 水深80ｍ
水深100ｍ 平均値

水深20ｍ 水深40ｍ
水深60ｍ 水深80ｍ
水深100ｍ 平均値

水深20ｍ 水深40ｍ
水深60ｍ 水深80ｍ
水深100ｍ 平均値

図 3-2 各定線における放射性セシウム濃度の経年変化

注) 検出下限値未満の場合は放射性セシウム濃度 1 Bq/kg 乾土に白抜きマーカーで示した．
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⎔ቃ放射線ࣔࢽタリング㌴のᴫ要

బ藤 ⚈・ඣ⋢ ᗣᏹ* ・井上 ග* ・㯮ᓮ ⿱ே

Outline of a Carborne Radiation Monitoring System

Akira Sato, Yasuhiro Kodama* , Hikaru Inoue* and Hirohito Kurosaki

Keyw ords : Carborne Survey, Environmental Radiation Monitoring, Emergency Radiation Monitoring

㸯 は じ め に

⎔ቃ放射線ᕠᅇ┘ど㌴（ࣔࢽタリング㌴）は，㌴୧に放射線 定ჾをᦚ載し，⛣ືཪは೵Ṇしながら

の放射線 定（㉮行ࢧーベイ）を行うためのᶵჾである．

᪂₲┴では，「᯽ᓮส⩚原Ꮚຊ発㟁所࿘㎶⎔ቃ放射線┘どㄪᰝ（以下「┘どㄪᰝ」という．）年ᗘィ⏬」

にᇶ࡙き，⿵ຓㄪᰝとして，ࣔࢽタリング㌴を用いた✵㛫放射線㔞⋡等の定点 定・㉮行 定及び定点

 定時における㢼ྥ・㢼㏿ 定を行ࡗている．また，ࣔࢽタリング㌴は原Ꮚຊ஦ᨾ発⏕時における放射

線ࣔࢽタリング（⥭ᛴ時ࣔࢽタリング）において，㉮行ࢧーベイの中ᚰⓗなᙺ๭をᢸうᶵჾでもある．

タリング㌴はこれまでࢽࣔ 1985 年にึ௦をᩚഛし，その後 1997 年には 2 ௦目2007，࡬ 年には 3 ௦目

と᭦᪂してきた࡬ 1)．3 ௦目シ࣒ࢸࢫの⪁ᮙ化にకい，2019 年 3 月に 定ჾ及びシ࣒ࢸࢫを᭦᪂し，2020
年 2 月には㌴୧の全㠃᭦᪂を実᪋ண定となࡗている．本稿では 4 ௦目となる᪂ࣔࢽタリング㌴のᴫ要に

ついてሗ࿌するࠋ

㸰 ᪂ࣔࢢࣥࣜࢱࢽ㌴ࡢᵓ᝿

2. 1 タリング㌴のኚ㑄ࢽࣔ

これまでのࣔࢽタリング㌴のᴫ要を Table 1 及び Fig. 1 に示す．ึ௦㹼3 ௦目シ࣒ࢸࢫのᴫ要は᪤ሗ 1)

にヲしい．

2. 2 ᪂ࣔࢽタリング㌴（4 ௦目シ࣒ࢸࢫ）のタィᛮ᝿

᪂ࣔࢽタリング㌴は┘どㄪᰝの他に⥭ᛴ時ࣔࢽタリングとしての使用を᝿定して，2011 年 3 月に発⏕

した⚟ᓥ第一原Ꮚຊ発㟁所஦ᨾにకう㉮行ࢧーベイの実᝟を᝟ሗ཰集し，真に必要なᶵ⬟・ᶵჾをཝ㑅

してタィした．

(1) ㌴୧㠀ᅛ定ᆺ放射線 定ჾのᑟ入

従๓のࣔࢽタリング㌴は㌴୧ኳ井にタ⨨したᅛ定ᆺの放射線 定ჾによࡾ✵㛫放射線㔞⋡ 定を

行ࡗていたが，᪂ࣔࢽタリング㌴ではこれを㌴載ᆺ放射線ࣔࢽタリングシ࣒ࢸࢫ（以下「㌴載ᆺ

MS」という．）2, 3) を用いた㠀ᅛ定ᆺの放射線 定ჾにኚ᭦した．すなࡕࢃ，᪂ࣔࢽタリング㌴は

放射⬟ 定ἲシリーࢬ 4)に定める「ྍᦙᆺタイプ」の㉮行ࢧーベイシ࣒ࢸࢫに該当する．

᪂₲┴では㌴載ᆺ MS を 12 ྎᩚഛ῭みであࡾ，これら᪤Ꮡ㌴載ᆺ MS との஫᥮ᛶをᣢたࡏること

で，⥭ᛴ時に᝿定される㌴୧や放射線 定ჾのởᰁ及びᨾ㞀にᰂ㌾にᑐ応することができる．

(2) ㌴୧ᅛ定ᆺࢫࢲト・ࣚウ⣲ࢧンプラのᗫṆ

従๓のࣔࢽタリング㌴は㌴ෆにᅛ定ᆺのࢫࢲト・ࣚウ⣲ࢧンプラをഛ࠼，㌴እからእẼをྲྀࡾ㎸

ᛴ時に放射ᛶ物㉁を㌴ෆに྾い㎸み，㌴ෆをởᰁ⥭ࡾでᤕ集するᶵ⬟を᭷していたが，これによࢇ

するおそれがある．従ࡗて᪂ࣔࢽタリング㌴ではこれをᗫṆし，必要に応じて࣏ータࣈル࢚アࢧン

プラをู㏵✚載してのࢫࢲト・ࣚウ⣲ࢧンプリングを行うこととした．

* 㜵⅏ᒁ 原ᏊຊᏳ全ᑐ⟇ㄢ 放射⬟ᑐ⟇ᐊ
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整備ᖺ 車ࠉ種 外ᙧᑍἲ * 搭載機器

19 85ᖺ3᭶ コースター
イルーフࣁ

6 .26  m (L)
2.00 m (W)
3.10 m (H)

2” ȭ×2” N aI (Tl)シンチレーシࣙン検出器，14L⌫ᙧ8ẼᅽAr電㞳⟽

検出器，ࢲスト࣭ࣚウ⣲ࢧンプラ，プロペラᘧ㢼向㢼㏿ィ，可搬
型Ge༙ᑟ体検出器

19 9 7ᖺ3᭶
イエースࣁ
ロングࣂン
標準ルーフ

4.80 m (L)
1.6 9  m (W)
2.50 m (H)

2 ” ȭ×2” N aI (Tl)シンチレーシࣙン検出器，S i༙ ᑟ体検出器，ࢲス

ト࣭ࣚウ⣲ࢧンプラ，プロペラᘧ㢼向㢼㏿ィ，GP S ，可搬型Ge༙
ᑟ体検出器，fax通信機能，データඹ有システ࣒（2003ᖺᗘ㏣

ຍ），テレメータఏ㏦システ࣒（2005ᖺᗘ㏣ຍ）

2007ᖺ3᭶
イエースࣁ
スーパーロング
イルーフࣁ

5.50 m (L)
1.88 m (W)
2.55 m (H)

2” ȭ�2” N aI (Tl)シンチレーシࣙン検出器（電ὶ測定モード搭載），

テライトコンࢧ，ンプラ，㉸㡢Ἴᘧ㢼向㢼㏿ィࢧスト࣭ࣚウ⣲ࢲ
パス，データඹ有システ࣒，テレメータఏ㏦システ࣒，N aI スペク

トロࢧーベイメータまたは可搬型Ge༙ᑟ体検出器

2020ᖺ2᭶
イエースࣁ
スーパーGL
ワイド࣎デ࢕

4.84 m (L)
1.88 m (W)
2.40 m (H)

車載型放射線モニタリングシステ࣒（2” ȭ× 2 ” CsI (Tl)シンチレー

シࣙン検出器，༙ᑟ体検出器，Android(TM)タブレット端末），プ

ロペラᘧポータブル㢼向㢼㏿ィ，テレメータఏ㏦システ࣒，可搬
型Ge༙ᑟ体検出器

(a) First sy stem (19 85-19 9 7)

Fig.1 Appearence of monitoring cars in N iigata prefecture.

(b ) S econd sy stem (19 9 7-2006 )

(c) Third sy stem (2007-2019 ) (d) Fourth sy stem (2020- )

* 外ᙧᑍἲは，Დ子ࡸ検出器な࡝の✺出部をྵࡴ．

Tab le 1 Main features of carb orne radiation monitoring sy stems.
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* 外ᙧᑍἲは，Დ子ࡸ検出器な࡝の✺出部をྵࡴ．

Tab le 1 Main features of carb orne radiation monitoring sy stems.
(3) 簡᫆᰾✀ศ析ᶵ⬟の㏣加

᪂₲┴が現᭷するྍᦙᆺࢤル࣐ࢽウ࣒半ᑟ体᳨出ჾ（以下「ྍᦙᆺ Ge ᳨出ჾ」という．）を㌴ෆ

に✚載・ᅛ定するᶵᵓをഛ࠼，⎔ቃヨᩱの簡᫆᰾✀ศ析を実᪋ྍ⬟とした．

(4) ㈨ᶵᮦ✚載ᶵ⬟のᙉ化

኱ᆺ㈨ᶵᮦ（ྍᦙᆺࣔࢽタリング࣏ࢫトな࡝）の✚載をᐜ᫆にするため，㌴୧後部に࣡ࣃーリフ

ターを⿦ഛした．

(5) ᧯సᛶの単純化

᧯సに୙័れな⫋員でもྲྀ࠼ᢅࡾるように，できるだけᑡないࢸࢫップで 定が開始されるよう

にタィした．またᶵჾ㛫の᥋⥆には࣡イࣖレࢫ通ಙを✚ᴟⓗにᑟ入した．

㸱 ᶵ ⬟ ࡢ ᴫ せ

3. 1 シ࣒ࢸࢫᵓᡂ

シ࣒ࢸࢫᵓᡂᶵჾの系⤫ᴫᛕ図を Fig. 2 に示す．以㝆の本文中の丸数字は Fig. 2 中の表記とᑐ応して

いる．

3. 1. 1 ⬟タリングᶵࢽࣔ

本ᶵ⬟はシ࣒ࢸࢫの中᰾をなすものであࡾ，㌴載ᆺ MS（ձ放射線 定ჾ及びղAndroid(TM)タࣈレッ

ト➃末）によࡾᵓᡂされる．放射線 定ჾは Mirion Technologies ♫製 HDS-101GN を用いてお2，ࡾ”ȭ

×2”CsI(Tl)シンࢳレーシࣙン᳨出ჾと半ᑟ体᳨出ჾのే用によࡾ 0.010 μSv/ h 㹼 100 mSv/ h までの✵

㛫放射線㔞⋡（1cm 線㔞当㔞⋡による）を 定ྍ⬟な他，CsI(Tl)シンࢳレーシࣙン᳨出ჾによるȚ線ࢫ

ペクトル 定がྍ⬟である．

本ᶵ⬟は᪂₲┴が現᭷する᪤Ꮡ 12 ྎの㌴載ᆺ MS との஫᥮ᛶを᭷する．従ࡗて᪤Ꮡ 12 ྎのうࡕ௵ព

の 1 ྎをࣔࢽタリング㌴にタ⨨しての௦᭰使用や，本ᶵ⬟をࣔࢽタリング㌴からྲྀࡾእしての単⊂㐠用

を行うことがྍ⬟である．

4 ௦目シ࣒ࢸࢫのᵓ⠏にあたࡗては，㌴載ᆺ MS に᪂たにࣔࢽタリング㌴ᑓ用アプリを㏣加し，アプ

リの使いศけによࢽࣔࡾタリング㌴ෆでの㐠用と単⊂㐠用を༊ูする௙ᵝとした．ࣔࢽタリング㌴アプ

リの⏬㠃例を Fig. 3 に示す．᧯స᪉ἲは᪤Ꮡアプリを㋃くしておࡾ，ヲ⣽は᪤ሗ 3)のとおࡾである．

3. 1. 2 Ẽ㇟ほ ᶵ⬟

本ᶵ⬟はճ࣏ータࣈル㢼ྥ㢼㏿ィを用いて，定点 定における㢼ྥ㢼㏿の 5 ศ㛫㐃⥆ 定を行うもの

である．定点 定では本ᶵ⬟によࡾ㢼ྥ（最㢖್）及び㢼㏿（5 ศ㛫の⛣ືᖹᆒ್）を 定し，次項に

示すไᚚ➃末ෆのᑓ用プログラ࣒に数್をᡭ入ຊする᪉ᘧとした．

3. 1. 3 ⬟ータ表示・解析ᶵࢹ

本ᶵ⬟はմไᚚ➃末，յ㌴እࣔࢽタ，նࢹータ㜀ぴࣔࢽタ及びշプリンタによࡾᵓᡂされる．

ไᚚ➃末は┘どㄪᰝにおける定点及び㉮行 定のᨭ᥼プログラ࣒を᭷しておࢽࣔ，ࡾタリングᶵ⬟の

 定ࢹータをཷಙ・⵳✚して定点及び㉮行 定ࢹータとしてษࡾ出すことができる．定点 定時の㢼

ྥ・㢼㏿は，Ẽ㇟ほ ᶵ⬟による 定ࢹータをᡭ入ຊする．この他に┘どㄪᰝにಀるᖒ⚊を出ຊし，プ

リンタで印刷することもできる．

㌴እࣔࢽタは㌴体ᕥഃ㠃後部にタ⨨し，㌴እから✵㛫放射線㔞⋡の▐時್及び時系列グラフの他，Fig. 
4 に示すような௵ពの࣓ッࢭージを表示さࡏることができる．㌴እࣔࢽタの表示 On/ Off 及び表示ෆᐜは

ไᚚ➃末ෆのプログラ࣒でไᚚྍ⬟である．

タはࢽータ㜀ぴࣔࢹ Android タࣈレット➃末の⏬㠃をミラーリングし，ຓᡭᖍで㜀ぴྍ⬟とする目ⓗ

でᑟ入したものである．

3. 1. 4 （࣒ࢸࢫシࢻクラウ）⬟ータ通ಙᶵࢹ

本ᶵ⬟はոX i ルータ（クラウࢻ），չ↓線 LAN ルータ（クラウࢻ）及び⾨ᫍ通ಙ➃末によࡾᵓᡂされ

る．
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ͤ点線は無線通信、実線は有線通信を表す。

㌴ࢢࣥࣜࢱࢽࣔ

②Android
タブレット端末

γ線 GPS

互いに交換して
使用可能

᪂₲┴⎔ቃᨺᑕ⥺┘ど
࣒ࢸࢫࢩࢱ࣮࣓ࣞࢸ

モニタリング車
データ

車載型MS
データ

クラウド
システム

車載型放射線モニタリングシステム
（車載型MS） 既存12台

モニタリング機能

気象観測機能

データ表示・解析機能

手入力

①放射線測定器

衛星通信端末

風向・風速

③ポータブル
風向風速計

Android端末放射線測定器

⑥データ閲覧
モニタ

⑤車外モニタ ⑦プリンタ
⑩テレメータ
伝送端末

⑧Xiルータ
（クラウド）

⑨無線LANルータ
（クラウド）

HUB ルータ

④制御端末

⑬テレメータ
表示モニタ

⑪Xiルータ
（テレメータ）

衛星FAXアダプタ

⑫衛星通信端末

データ通信機能（テレメータ）

データ通信機能（クラウド）

衛星アンテナ

クラウドシステム

新潟県モニタリング情報
共有システム
（県RAMISES）

衛星アンテナ

X i ルータ（クラウࢻ）は Android タࣈレット➃末㹼ไᚚ➃末㛫の㌴ෆࢿット࣡ークをไᚚするととも

に，インターࢿットに᥋⥆し，ࣔࢽタリングᶵ⬟による 定ࢹータをクラウࢻシ࣒ࢸࢫ 5)にఏ㏦するᙺ

๭をᢸう．これらのࢹータはクラウࢻシ࣒ࢸࢫから᭦に᪂₲┴⎔ቃ放射線ࢸレ࣓ータシࢸࢫ （࣒以下「ࢸ

レ࣓ータシ࣒ࢸࢫ」という．）6)にఏ㏦され，「㌴載ᆺ MS ．ータ」として⵳✚されるࢹ

↓線 LAN ルータ（クラウࢻ）及び⾨ᫍ通ಙ➃末もこれとྠᵝのᶵ⬟を᭷するが，こࡕらはओNTT ࢻ

ࣔࢥ X i ᅇ線が使用୙⬟となࡗた場合にओNTT ࣔࢥࢻ W idestarII による⾨ᫍᅇ線を用いての通ಙを行う

ためにᩚഛしたものである．従ࡗてոとչは通ಙᅇ線に応じてࡕ࡝らか一᪉のみを使用するものであࡾ，

ᅇ線のษ࠼᭰ࡾは後㏙する通ಙษ᭰ࢫイッࢳを用いてᶵჾ࡬の⤥㟁᭷↓をไᚚすることによࡾ行う．

3. 1. 5 （࣒ࢸࢫレ࣓ータシࢸ）⬟ータ通ಙᶵࢹ

本ᶵ⬟は┘どㄪᰝの 定ࢹータをࢸレ࣓ータシ࣒ࢸࢫにఏ㏦するためのものであ3，ࡾ ௦目シ࣒ࢸࢫ

とྠᵝのᶵ⬟をᣢつ．

պࢸレ࣓ータఏ㏦➃末はไᚚ➃末ෆで⏕ᡂされた CSV ファイルを，ջX i ルータ（ࢸレ࣓ータ）ཪは

ռ⾨ᫍ通ಙ➃末を用いてࢸレ࣓ータシ࣒ࢸࢫにఏ㏦するᙺ๭をᢸう．この⤒㊰でఏ㏦された 定ࢹータ

は「ࣔࢽタリング㌴ࢹータ」として⵳✚され，ࢸレ࣓ータシ࣒ࢸࢫに᪤Ꮡのᖒ⚊出ຊᶵ⬟を用いてᖒ⚊

సᡂすることができる．ջとռは通ಙᅇ線に応じてࡕ࡝らか一᪉のみを使用するものであࡾ，ᅇ線のษ

を用いてࢳイッࢫは後㏙する通ಙษ᭰࠼᭰ࡾ 3. 1. 4 と一括して⤥㟁᭷↓をไᚚすることによࡾ行う．

また本ᶵ⬟を⛣᳜するに当たࡾ，⥭ᛴ時における᝟ሗ཰集 3 ௦目シ࣒ࢸࢫにおいては，ࢸレ࣓ータఏ

㏦➃末はࣔࢽタリング㌴Ѝࢸレ࣓ータシ࡬࣒ࢸࢫの一᪉ྥアクࢫࢭのみを行うものであࡗたが，᪂ࣔࢽ

タリング㌴では⥭ᛴ時ࣔࢽタリングにおける㐠用を考慮し，ࢸレ࣓ータఏ㏦➃末を用いてࢸレ࣓ータシ

レ࣓ータఏ㏦➃末の⏬㠃解ീᗘをᣑᙇする必要ࢸが㜀ぴྍ⬟となるようにኚ᭦した．これにకい࣒ࢸࢫ

が⏕じたため，᪂たにսࢸレ࣓ータ表示ࣔࢽタをᑟ入した．

Fig. 2 Schematic diagram of the fourth carborne radiation monitoring system.
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ͤ点線は無線通信、実線は有線通信を表す。

㌴ࢢࣥࣜࢱࢽࣔ
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タブレット端末
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使用可能
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モニタリング車
データ
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クラウド
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車載型放射線モニタリングシステム
（車載型MS） 既存12台

モニタリング機能
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①放射線測定器
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風向・風速
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風向風速計

Android端末放射線測定器
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レ࣓ータシ࣒ࢸࢫ」という．）6)にఏ㏦され，「㌴載ᆺ MS ．ータ」として⵳✚されるࢹ

↓線 LAN ルータ（クラウࢻ）及び⾨ᫍ通ಙ➃末もこれとྠᵝのᶵ⬟を᭷するが，こࡕらはओNTT ࢻ

ࣔࢥ X i ᅇ線が使用୙⬟となࡗた場合にओNTT ࣔࢥࢻ W idestarII による⾨ᫍᅇ線を用いての通ಙを行う

ためにᩚഛしたものである．従ࡗてոとչは通ಙᅇ線に応じてࡕ࡝らか一᪉のみを使用するものであࡾ，
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సᡂすることができる．ջとռは通ಙᅇ線に応じてࡕ࡝らか一᪉のみを使用するものであࡾ，ᅇ線のษ

を用いてࢳイッࢫは後㏙する通ಙษ᭰࠼᭰ࡾ 3. 1. 4 と一括して⤥㟁᭷↓をไᚚすることによࡾ行う．

また本ᶵ⬟を⛣᳜するに当たࡾ，⥭ᛴ時における᝟ሗ཰集 3 ௦目シ࣒ࢸࢫにおいては，ࢸレ࣓ータఏ
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が⏕じたため，᪂たにսࢸレ࣓ータ表示ࣔࢽタをᑟ入した．

Fig. 2 Schematic diagram of the fourth carborne radiation monitoring system.

    

3. 2 車両の装備

機器の車両への配置状況を Fig. 5 に示す．

3. 2. 1 運転部

モニタリング車の運転を行う部分であり，最大 2 名が搭乗する．運転席－助手席間に①放射線測定器

を設置する．放射線測定器の設置高さは地上高 1.1m である．助手席では⑥データ閲覧モニタによりモ

ニタリング機能の測定データを閲覧可能である．この他に車外に設置した赤色警告灯及び拡声器のコン

トロールパネルを搭載している．

3. 2. 2 測定部

空間放射線量率の測定操作を行う部分であり，最大 2 名が搭乗する．座席は 2 席とも車体正面方向の

他に背面方向へ向きを変えることが可能であり，測定部と核種分析部両方の機器を操作可能とした．

測定部には専用の作業台を設け，②Android タブレット端末，④制御端末，⑦プリンタ，データ通信

機能（クラウドおよびテレメータ）並びに 3. 3 で述べる電源スイッチ盤，無停電電源装置及び通信切替

スイッチをここに配置した．

測定部～核種分析部～機器積載部間は車内で移動可能とした．

3. 2. 3 核種分析部

専用の台座により可搬型 Ge 検出器を鉛直上向きに固定し，上部に環境試料の測定容器（U-8 容器，

活性炭カートリッジ及びラストロウェア）を設置する機構を整備し，γ線スペクトロメトリーによる簡

易核種分析を実施可能とした．この他に試料の重量測定のため，デジタル上皿天秤及び専用プリンタを

設置した．

3. 2. 4 機器積載部

モニタリング資機材の積載を想定し，新潟県が現有する可搬型モニタリングポスト（700(W)×500(D)
×1150(H)mm，重量 80kg）を 2 台積載可能な床面積を確保した．床面にはフックを備え，積載した機器

をベルトにより固定可能とした．また車両最後部にパワーリフターを装着し，機器の積載を容易に実施

可能とした．

3. 2. 5 車外装備

緊急走行を実施可能とするため，赤色警告灯及び拡声器を車外屋根に装備した．この他に夜間作業の

支援となるように，LED 投光器を車両前面及び背面にそれぞれ装備した．これらの装備は全て次項で述

べる電源スイッチ盤により車内で On/Off 切り替え可能とした．

3. 3 電源の供給及び制御

新モニタリング車は専用の車載発電機を持たず，装備機器への給電は車両標準搭載のオルタネータに

より行なわれる．この他に外部電源ケーブル接続端子を装備し，エンジン停止時にも AC100V からの給

ただいまの空間線量率は

（マイクロシーベルト毎時）です。

0.050 μSv/h

Fig. 3 Appearance of Android(TM) application designated for 
monitoring car.

Fig. 4 Example of the message
of outside-car-monitor.

地図使用承認©昭文社 第 61G028号
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㟁をཷけることでᶵჾの㐠用がྍ⬟である．㟁源౪⤥ඖのษ࠼᭰ࡾは 定部にタけた㟁源ࢫイッࢳ┙に

よࡾ行う．またษ࠼᭰ࡾ時の▐㛫೵㟁ᑐ⟇として↓೵㟁㟁源⿦⨨をᩚഛした．

๓㏙のとおࡾ，ࣔ タリング㌴と㌴እとの通ಙはࢽ LTE 通ಙཪは⾨ᫍ通ಙのࡕ࡝らか一᪉を用いて行う

が，これらのไᚚのための通ಙษ᭰ࢫイッࢳを 定部にᦚ載した．本ࢫイッࢳは᥋⥆するᶵჾ࡬の⤥㟁

をษ࠼᭰ࡾるものであࡾ，単一の᧯సで LTE 通ಙと⾨ᫍ通ಙをษྍ࠼᭰ࡾ⬟とした．

㸲  ᐃ್ࡢẚ㍑及び⿵ṇ

4. 1 3 ௦目シ࣒ࢸࢫと㌴載ᆺ MS とのẚ㍑

᪂ࣔࢽタリング㌴のタィにඛ❧ࡕ，㌴載ᆺ MS による㉮行ࢧーベイがࣔࢽタリング㌴の௦᭰として使

用ྍ⬟であることを☜ㄆするため，3௦目ࣔࢽタリング㌴に㌴載ᆺMSをᦚ載して୪行 定を実᪋した．

本୪行 定は┘どㄪᰝにおける㉮行ルートを用いて，2017㹼2018 年ᗘにかけて四半ᮇに一ᅇࡎつ実᪋し

た．୪行 定の㝿は㌴載ᆺ MS をຓᡭᖍシート上，ᆅ上㧗 1m の⟠所にタ⨨した．また㌴載ᆺ MS の 

定್は Sv から Gy に᥮⟬ಀ数 1 として᥮⟬した．

⤖ᯝを Fig. 6 に示す．3 ௦目ࣔࢽタリング㌴と㌴載ᆺ MS では᳨出ჾ✀㢮（NaI(Tl)シンࢳレーシࣙン

᳨出ჾと CsI(Tl)シンࢳレーシࣙン᳨出ჾ）， 定㧗（ᆅ上㧗 2.5m 上ྥきとᆅ上㧗 1m Ỉᖹ᪉ྥ），タ⨨

位⨨（㌴እと㌴ෆ）といࡗたᕪ␗があるが，3 ௦目ࣔࢽタリング㌴にᑐする㌴載ᆺ MS の 定್のẚは

0.89㹼1.06 であࡾ，ప線㔞ᇦであるためࡤらつきが኱きいもののᴫࡡ 10 % 以ෆに཰まࡗた．また 定್

のኚືಀ数は，3 ௦目ࣔࢽタリング㌴では 7.6㹼11 % ，㌴載ᆺ MS では 7.3㹼11 % であྠࡾ⛬ᗘであࡗた．

これらの⤖ᯝから，㌴載ᆺ MS は㌴୧ᅛ定ᆺ᳨出ჾをᣢつ 3 ௦目ࣔࢽタリング㌴の後⥅として༑ศなᛶ

⬟をᣢࡗていると考࠼られる．

4. 2 㐽ⶸಀ数のタ定

原Ꮚຊ⅏ᐖᑐ⟇指㔪⿵㊊ཧ考㈨ᩱ「⥭ᛴ時ࣔࢽタリングについて」7)では，᳨出ჾのタ⨨場所，㌴୧

本体による㐽ⶸ及び 定㧗さ等の 定⎔ቃをᢕᥱし，㉮行ࢧーベイ⤖ᯝをᒇእᆅ上 1m 㧗さでの 定⤖

ᯝに᥮⟬できるよう‽ഛしておく࡭きことを定めている．

᪂ࣔࢽタリング㌴では，ࣔࢽタリング㌴ᑓ用アプリにおいて㐽ⶸಀ数をタ定ྍ⬟とし，これを஌じた

್を 定್として出ຊするᶵ⬟を実⿦した．௒後，放射⬟ 定ἲシリーࢬ 4)に‽ᣐしたᡭἲによࡾ㐽ⶸ

ಀ数をồめ，ᒇእᆅ上 1m における 定⤖ᯝ࡬の᥮⟬にഛ࠼るண定である．
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㟁をཷけることでᶵჾの㐠用がྍ⬟である．㟁源౪⤥ඖのษ࠼᭰ࡾは 定部にタけた㟁源ࢫイッࢳ┙に
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㸳 ま と め

⎔ቃ放射線ࣔࢽタリング㌴の᭦᪂を 2019㹼2020 年にࢃたࡗて行い，2019 年 4 月から 4 ௦目 定シࢫ

の㐠用を開始し，2020࣒ࢸ 年 4 月から᪂㌴୧における㐠用を開始ண定である．4 ௦目シ࣒ࢸࢫでは┘ど

ㄪᰝの他に⥭ᛴ時ࣔࢽタリングにおける㉮行ࢧーベイとしての使用を᝿定して，㌴୧㠀ᅛ定ᆺ放射線᳨

出ჾのᑟ入，ࢫࢲト・ࣚウ⣲ࢧンプラ及び㢼ྥ㢼㏿ィの࣏ータࣈル化，簡᫆᰾✀ศ析ᶵ⬟の㏣加，㈨ᶵ

ᮦ✚載ᶵ⬟のᙉ化，㐽ⶸಀ数のタ定等を┒ࡾ㎸ࢇだ．

本ࣔࢽタリング㌴のᩚഛによࡾ，ᖹᖖ時及び⥭ᛴ時ࣔࢽタリングにおける㉮行ࢧーベイᶵ⬟の一ᒙの

ᣑ඘が実現された．

文 献

1) ᆏ上ኸᏑ，藤巻ᗈྖ，加藤೺஧，中ᒣஂ㞝㸸᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ，5，45-53 (2007)．
2) ᶫ㷂ගኴ郎，బ藤⚈，丸田文அ㸸᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ，11，56-63 (2013)．
3) బ藤⚈，኱㇂┤ᘯ，Ọ田ඃኴ，ㄶゼᡂ㞝㸸᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ，16，35-42 (2018)．
4) 原Ꮚຊつไ委員会㸸㐃⥆ࣔࢽタによる⎔ቃȚ線 定ἲ，17(2017)．
5) బ藤⚈ 他㸸᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ，16，25-34 (2018)．
6) ᶫ㷂ගኴ郎，Ụ➃英和，▼ᒣኸᏑ，丸田文அ㸸᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ，14，34-42 (2016)．
7) ⥭ᛴ時ࣔࢽタリングについて（原Ꮚຊ⅏ᐖᑐ⟇指㔪⿵㊊ཧ考㈨ᩱ）第 6 版㸸原Ꮚຊつไ委員会(2019)．
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㸰 ௚ ㄅ Ⓨ ⾲
పᒣᆅᆅᙧにࡾࡼഴᩳࡓࡋ෤Ꮨ㞾㞼ࡢࡽ࠿ไື࣐࢞ࣥ⥺ࡢゎᯒ

㯮ᓮ⿱ே

日本ᾏഃのἢᓊᆅにおいて，෤Ꮨに㞾㞼からไື࢞ン࣐線の᳨出例がሗ࿌されている．著者は 2018
年 1㹼3 月において，ᾏᓊから⣙ 8 km ෆ㝣のᶆ㧗 207 m にタ⨨した NaI ᳨出ჾで，㢼ྥが༡㹼༡西，

㢼㏿は 3.3㹼6.7 m/ s の᮲௳下で 4 ᅇの࢞ン࣐線をほ した．これらは従᮶の「ἢᓊ部でᙉいᏘ⠇㢼が

྿くとき，㞾㞼から࢞ン࣐線が放出される」という᮲௳とは኱きく␗なࡗていた．これらを 2011 年に

ᥦၐした「ഴᩳࢧーࢳライトࣔࢹル」で解析したとこࢁ，ไື࢞ン࣐線のィ数⋡（ィ⟬್）の⤒時ኚ

化は実 ್とよく一⮴した．ただし発⏕要ᅉとしては， 定ᒁが❧ᆅするᶆ㧗 351 m のపᒣᆅにᑐし，

㞾㞼㧗ᗘも 313㹼371 m とྠレベルであࡗたことから，༡ᐤࡾのᙅい㢼で㞾㞼がᒣ〈にࡪつかࡾ，㞾

㞼がഴᩳしたためと考࠼られた．よࡗてこのࣔࢹルは，㞾㞼のᏘ⠇㢼によるഴᩳだけでなく，పᒣᆅ

ᆅᙧによるഴᩳでも，㞾㞼からのไື࢞ン࣐線の発⏕஦例を説明できることが☜ㄆされた．

放射化学,39,1-11(2019).

㸱 Ꮫ఍➼Ⓨ⾲
ᒣᆅᆅᙧにࡾࡼⓎ⏕ࡓࡋ෤Ꮨ㞾㞼ࡢࡽ࠿ไືᨺᑕに࡚࠸ࡘ㸫㞾㞼ᶓಽࡓ࠸⏝ࢆࣝࢹࣔࡋゎᯒ㸫

㯮ᓮ⿱ே

第 62 ᅇ放射化学ウ論会，ி㒔ᗓி㒔ᕷᕥி༊，ி㒔኱学ྜྷ田࢟ࣕンࢫࣃ，ᖹᡂ 30 年 9 月

18㹼20 日（第 62 ᅇ放射化学ウ論会プログラ࣒，p.5，2B02，2018）

᪂₲┴ෆࡢ⎔ቃỈ୰࣒⃰࢘ࢳࣜࢺᗘࣞ࣋ࣝ

四ᰡᏹᇶ

ᖹᡂ 30 年ᗘ⎔ቃ放射⬟Ỉ‽ㄪᰝ及び┘ど⤖ᯝ཰集にಀるᢏ⾡᳨ウ会，ᮾி㒔 ༊，࣓ ルࣃ

ルクᮾி，ᖹᡂ 31 年 3 月 19 日（㈨ᩱ 2，p15，2019）



 

 

２ 他 誌 発 表 
低山地地形により傾斜した冬季雷雲からの制動ガンマ線の解析 

黒崎裕人 

日本海側の沿岸地において，冬季に雷雲から制動ガンマ線の検出例が報告されている．著者は 2018
年 1～3 月において，海岸から約 8 km 内陸の標高 207 m に設置した NaI 検出器で，風向が南～南西，

風速は 3.3～6.7 m/s の条件下で 4 回のガンマ線を観測した．これらは従来の「沿岸部で強い季節風が

吹くとき，雷雲からガンマ線が放出される」という条件とは大きく異なっていた．これらを 2011 年に

提唱した「傾斜サーチライトモデル」で解析したところ，制動ガンマ線の計数率（計算値）の経時変

化は実測値とよく一致した．ただし発生要因としては，測定局が立地する標高 351 m の低山地に対し，

雷雲高度も 313～371 m と同レベルであったことから，南寄りの弱い風で雷雲が山裾にぶつかり，雷

雲が傾斜したためと考えられた．よってこのモデルは，雷雲の季節風による傾斜だけでなく，低山地

地形による傾斜でも，雷雲からの制動ガンマ線の発生事例を説明できることが確認された． 
放射化学,39,1-11(2019). 

 

３ 学会等発表 
山地地形により発生した冬季雷雲からの制動放射について－雷雲横倒しモデルを用いた解析－ 

黒崎裕人 

第 62 回放射化学討論会，京都府京都市左京区，京都大学吉田キャンパス，平成 30 年 9 月

18～20 日（第 62 回放射化学討論会プログラム，p.5，2B02，2018） 
 

新潟県内の環境水中トリチウム濃度レベル 

四栁宏基 

平成 30 年度環境放射能水準調査及び監視結果収集に係る技術検討会，東京都港区，メルパ

ルク東京，平成 31 年 3 月 19 日（資料 2，p15，2019） 
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᪂₲┴ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭᖺሗ ◊✲ሗ࿌⦅ᢞ✏つ⛬

ᖹᡂ 17 年 12 月 20 日  

ᖹᡂ 29 年 12 月 28 日ᨵṇ

  （目 ⓗ）

１ このつ⛬は，᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ◊✲ሗ࿌編࡬のᢞ稿について定めたものである．

  （㈨ ᱁）

２ ᢞ稿者は᪂₲┴放射線┘どࢭンター⫋員（㐣ཤにᅾ籍した⫋員をྵࡴ．）に㝈る．ただし，ඹ著

者はこの㝈ࡾでない．

（ᢞ稿原稿の✀㢮とෆᐜᙧᘧ）

㸱 原稿の✀㢮は，以下のとおࡾとする．

（１）◊✲ሗ࿌

原則として原著となࡾうるሗ࿌で，⥴ゝ，実験（ㄪᰝ，ศ析）᪉ἲ，⤖ᯝ，考ᐹ，⤖ㄒ，ㅰ㎡，

文献等の順とする．

（２）ᢏ⾡ሗ࿌

実験（ㄪᰝ，᳨ᰝ）⤖ᯝ等を簡潔にまとめたもので，ᵓᡂは◊✲ሗ࿌に‽ࡎる．

（㸱）ᢏ⾡㈨ᩱ

◊✲・ᢏ⾡に㛵するཧ考㈨ᩱおよび解説・ㄪᰝሗ࿌な࡝ᴗົにᙺ❧つෆᐜをまとめたもので，ᵓ

ᡂは⮬⏤とする．

（４）学位論文ᴫ要

当該年ᗘにබ表された博ኈ学位論文のᴫ要を記載したもの．

（５）誌上発表論文ᢒ㘓

他誌に発表した論文等をᢒ㘓する．文末に発表誌名，巻，頁，西暦年を記載する．

（６）学会等発表論文㢟名

学会等で発表した₇㢟名，講₇会名，年月日，ᢒ㘓誌等を記載する．

（原稿のᇳ➹）

４ 原稿は，原則として 1 ẁ⤌とし，A4 ุ用⣬にᶓ書き（45 字�45 行）で記載する．

原稿の✀㢮ẖの頁数は，図表等をྵめᴫࡡ刷ࡾ上ࡾで◊✲ሗ࿌ 8 頁，ᢏ⾡ሗ࿌ 4 頁，ᢏ⾡㈨ᩱ 8
頁，誌上発表論文ᢒ㘓 1㸭2 頁（ྛ以ෆ）とし，記載はูに定める「᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ

◊✲ሗ࿌編ᇳ➹要㡿」による．

（ᢞ稿のཷ付）

５ 原稿は，ෆᐜについて所㛗のᢎㄆをᚓた後，編集委員会にᥦ出する．

なお，編集委員会は，原稿が๓項につ定するᇳ➹要㡿にἢࡗて記載されていることを☜ㄆする࡯

か，掲載༊ศのኚ᭦，原稿のゞṇ等についても༠㆟する．

（ᰯ ṇ）

６ 写真製版印刷とするので，原則として編集委員会によるᰯṇは行ࢃない．ㄗ᳜のゞṇ等，ᰯṇが

必要な場合はᢞ稿者が㈐௵をᣢࡗて行う．

（その他）

７ その他必要な஦項は，編集委員会と༠㆟する．
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᪂₲┴ᨺᑕ⥺┘ど࣮ࢱࣥࢭᖺሗ ◊✲ሗ࿌⦅ᇳ➹せ㡿

（ᖹᡂ 17 年 12 月 20 日）

᪂₲┴放射線┘どࢭンター年ሗ◊✲ሗ࿌編ᢞ稿つ⛬第 4 項にᇶ࡙き，◊✲ሗ࿌編ᇳ➹要㡿を次のと

おࡾ定める．

（ᵓ ᡂ）

１ ◊✲ሗ࿌はྍ⬟なかࡾࡂ図表の説明を英文とし，英文要᪨（表㢟，著者名をྵࡴ）を付記するこ

とがᮃましい．

（表㢟，著者名，要᪨の記載᪉ἲ）

２ 原稿は和文表㢟（୺㢟，๪㢟），和文著者名，欧文表㢟，欧文著者名，要᪨及び࢟ー࣡ーࢻの順

に記載する．

（１）表㢟の欧文のㄒ㢌は，ෙモ，๓⨨モ，᥋⥆モを㝖き኱文字とする．

（２）欧文著者名は，名，ጣの順とし，ㄒ㢌を኱文字とする．

（㸱）ඹ著者の所ᒓが᪂₲┴放射線┘どࢭンターと␗なる場合は，Ặ名右肩に㸨を付し，⬮ὀに所ᒓ

ᶵ㛵名を記入する．

（４）表㢟，著者名の下に要᪨を記載する．欧文要᪨の字数は 250 ㄒ⛬ᗘとする．

（５）࢟ー࣡ーࢻは◊✲ሗ࿌のෆᐜが明☜に理解されるようなㄒ句を表㢟，要᪨等から㑅び，日本ㄒ

または英ㄒで 3 ಶ以上 5 ಶ以ෆを付す．

（本文の記載᪉ἲ）

㸱 本文の記載は，次のとおࡾとする．

（１）原稿のレイアウトは以下のとおࡾとする．

・原稿は，原則として 1 ẁ⤌とし，A4 ᶓ書き（45 字�45 行）で記載する．

・వⓑは，上 23 mm，下 17 mm，ᕥ右 20 mmとする．

・ά字の書体は，見出しを㝖き和文はMS明朝，英文はTimes New  Romanとする．

ただし，図表においては，必要に応じ他の書体を用いてもかまࢃない．

・ά字の኱きさは，ᶆ㢟（和文，英文）14 ࣏イント，その他 10.5 ࣏イントとする．

・」数著者名の༊ษࡾは，和文では「・」とし，英文では「，」とする．また英文では，

最後の著者との༊ษࡾは「and」とする．

（２）文体はᖖ用₎字，᪂௬名࡙かいとし，簡潔で理解しやすい表現にする．

   ただし，ᅛ᭷名モや学会等で用いられている័用ㄒ句はこの㝈ࡾでない．

（㸱）文はできるだけ簡潔にするようᚰがける．≉にྠ一のෆᐜのことがらについての図と表の㔜」

は㑊ける．

（４）本文の見出しは࣏イント᪉ᘧとする．

例 1.1，1.2，㺃㺃㺃，1.1.1，1.1.2，㺃㺃㺃

最上位の見出しの書体はMSゴシックとし，番号（半角），全角✵ⓑ 1 文字，ᆒ等๭付 7 文字の

順とする．また，ࢭンタリングによࡾ中ኸ位⨨に記載する．
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  例            1○○○○○○○○

1 は じ め に

2 方     法

3 結果及び考察

4 ま  と  め

謝     辞

文     献

（５）単位は原則としてアルファベット小文字を用いることとし，必要に応じイタリック体を使用す

る．

（６）読点及び句点は，それぞれ「，」及び「．」とする．

（７）数字は原則としてアラビア数字を用い，英字，数字は半角とする．

（８）図表は，原稿がそのまま写真製版印刷されることを考慮して，原稿中に見やすいようレイアウ

トする．簡潔な説明を，表では上部に，Table 1., Table 2., 表 1，表 2，・・・のように，図では下

部にFig. 1, Fig. 2, 図 1，図 2，・・・のようにつける．  
（９）文献番号は，本文中に 1），1，2）または 1 - 3）のごとく右肩に記す．また，文献名等は本文の最後に

一括して番号順に列記する．

なお，著者が 5 名以下のときは全て列記し，6 名以上のときは第一著者名，他（et al．）とする．

文献欄の記載項目と記載例を次に示す．

  ア 雑誌論文

記載順は，番号，著者名，雑誌名，巻(号)，頁(開始頁‐終了頁)，年号(西暦)とする．なお，

雑誌名を略記する場合は，当該雑誌が指定する表現に従う．

    また，巻数はゴシック体とし，号数は通巻ページがない場合のみ挿入する．

    記載例

1) 古川雅英: 放射線科学, 37, 425-429 (1994). 
2) Eisenbud, M.: Health Physics, 40, 429-437 (1981). 

  イ 単行本

記載順は，番号，著者名，書籍名，(編者)，発行所，頁(開始頁‐終了頁)，年号(西暦)とする．

ただし，全巻を引用する場合，頁は省略する．

    記載例

    和文単行本

3) 北川源四郎: FORTRAN 77 時系列解析プログラミング, 岩波書店, (1993). 
4) 小田稔, 西村純, 桜井邦明編: 宇宙線物理学, 朝倉書店, p.290 (1983). 
5) 西岡孝明, 加藤博章: 実験化学講座 27(第 4 版), (日本化学会編), 丸善, p.322 

(1991). 
    欧文単行本

6) Grieder, P.K.F.: COSMIC RAYS AT EARTH, Elsevier, p.131 (2001). 
7) Beck, H.L.: The Natural Radiation Environment II (Adams, J.A.S. et al. ed.), 

U.S. Department of Energy, CONF-720805-P1, p.101-133 (1972). 

（その他）

４ その他

（１）カラー写真を掲載したい場合には，あらかじめ編集委員会に申し出る．

（２）学会等で発表したものについては，論文末尾に発表年月日と学会名等を付記する．
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TEL  0257-22-1090  

FAX  0257-22-1092 

最寄の下車駅：JR 信越線柏崎駅下車 

（徒歩の場合，信越線茨目駅下車）  

徒歩の場合：茨目駅から徒歩約 20 分  

タクシーの場合：柏崎駅からタクシーで約 10 分  

バスの場合： 

 柏崎駅から越後交通柏崎総合医療センター（又

は岡野町）行き約 15 分「柏崎地域振興局前停留所」
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新潟県放射線監視センター新潟分室 

〒950-2144 新潟市西区曽和 314-1 

TEL  025-261-1387  

FAX  025-263-1348 

最寄の下車駅：JR 越後線内野駅下車  

徒歩の場合：内野駅から徒歩約 20 分  

タクシーの場合：内野駅からタクシーで約 5 分  

バスの場合： 

 新潟駅から新潟交通内野営業所行き約 45 分「内野四つ角」 

下車，下車後徒歩約 20 分  
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